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天川大島町原町：子どもたちの夏の思い出を展示

　９月25日から10月８日まで原町公園で
子ども野外絵画作品展を実施しました。新
型コロナウイルス感染症の影響で多くの行
事が中止となる中、子どもたちに夏休みを
楽しんでもらうために企画し、今回が初め
ての開催。展示された作品には、夏休みの
思い出が描かれた絵画や書道作品があり、
散歩をする人や登下校中の学生など通りか
かった人々が鑑賞していました。
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物価高騰による家庭や事業者などの負担支援を実施。
詳しくは7ページをご覧ください。
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時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

大切なおしらせ

さまざまな媒体で市政情報発信中！

　令和元年に策定した中心市街地の民間
主体のまちづくりを推進するためのまちづ
くりビジョン「前橋市アーバンデザイン」が、
２０２２年度グッドデザイン賞を受賞しまし
た。官民で将来像を共有し、民間のアクション
につなげるためのデザインに取り組んだこと
が高く評価されま
した。

　本市アーバンデザインの策定区域で民間主体のまち
づくりを推進し、中心市街地の価値向上に寄与するま
ちづくり事業を実施する民間事業者への助成をするた
めの「前橋市アーバンデザインファンド」を設立しまし
た。本市のまちづくりを応援する人や企業からの寄付
金を基金として積み立てます。
申込書の配布＝本市ホームページからダウンロードで
申申込書に記入し、市役所市街地整備課へ直
接。または郵送かファクス（０２７-２２１-２３６１）、
shigaichi@city.maebashi.gunma.jpで

InstagramTwitter YouTube ひろメールホームページ カタポケLINE

広 告 広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。

アーバンデザインがグッドデザイン賞を受賞・ファンドを設立

      

グッドデザイン賞を受賞 アーバンデザインファンドを設立
問市街地整備課  ☎０２７-８９８-６９４６

広報まえばし　11月号 2

今月の表紙

取材ノート
本市の人口（9月末日現在）

今月の納税

広報まえばし

人口：33 万 1,972 人（-123）
世帯数：15 万 3,340 世帯（-6）
※（ ）内は前月比を表しています。

問 収納課 ☎０２７-８９８-６２２６
国民健康保険税第５期＝11月30日㈬
まで

●日曜・夜間納税相談窓口
11月20日㈰ ８時30分～12時
11月28日㈪ 17時15分～19時30分
場 市役所収納課

今月のお知らせ

M A E B A S H I  P U B L I C  R E L A T I O N S

輪 貫 は 前 橋 市 の 市 章 で す

2022

納期一覧

年間予定表

11
掲載内容は新型コロナウイルス感染症の影響で変更する場合が
あります。最新情報は本市ホームページなどで確認してください。

　本市は「水と緑と詩のまち」とうたわれて
いるように、美しく流れる川と緑豊かな自
然に恵まれ、萩原朔太郎をはじめ多くの詩
人たちを育んできました。水は広瀬川、緑
は赤城山を撮影しました。上の写真は、昔
と現在のけやき並木通りです。
　今年、本市は市制施行130周年を迎えま
した。特集（本紙４・５ページ）ではこれま
での本市の歩みを写真で振り返っています。

　４年ぶりのリアル開催となった前橋まつ
り。感染症対策をしながらの開催となりま
したが、軽やかに踊るだんべえ踊りや力
強い大人みこしなど、笑顔と活気にあふれ
るにぎやかな祭りの様子が見られました。

（小瀬）

4… … 特　集

… 市制施行１３０周年
… 発展を続けてきた前橋市の歩み
6… … 行政機能も順次移行
……… 新議会庁舎が竣工
8… … 窓口の混雑が予想されます
………マイナンバーカード申請は早めに
10… … 新型コロナワクチン…
　　　オミクロン株対応ワクチン接種・…
………乳幼児接種のお知らせ
12… … 受講はオンラインでも…
　　　誰もが学べる特別授業
13… … HEADLINE
14… … いきいきまえばし人・…
　　　思い合う…支え合う…認知症
15… … クローズアップ
16… … お知らせ
 20…催し… … 23…募集
… 24…スポーツ… … 25…講座・教室…
 27…税、事業者向け… 29…子育て世代
…… 30…シニア世代… 31…健康
33… … 休日当番医

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-30033
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　今年、本市は市制施行130周年を迎えました。明
治25年4月に誕生し、当時約3万2,000人だった
人口は、現在では約10倍の約33万2,000人となり、

群馬県の県都として発展を続けてきました。
　これまでの本市の歴史を写真で振り返り、これか
らの未来へ向けて新たな歩みを進めていきます。

問政策推進課
☎０２７‐８９８‐６００３

平成元年

令和元年

官民連携により前橋赤十字病院
跡地（朝日町）がココルンシティ
まえばしに生まれ変わりました。

あかぎ国体が群馬県で開催
され、開・閉会式が本市で
実施されました。 両毛線のJR前橋駅が高架化

されました。

グリーンドーム前橋のこけら
落としとして、世界選手権自
転車競技大会を開催しました。

赤城山夏まつり灯籠流しの様子。今年は
赤城山らんたん祭りとして開催しました。

この年から開催している、まえばし
赤城山ヒルクライム大会の様子。今
年は３年ぶりに開催しました。

東京2020オリンピックの事前合宿のた
め、南スーダン選手が１年９カ月の間、本
市で長期事前キャンプを実施しました。

⑭ 令和 4 年⑭ 令和 4 年

⑧ 昭和 58 年⑧ 昭和 58 年

⑨ 昭和 61 年⑨ 昭和 61 年

⑩ 平成２年⑩ 平成２年

⑪ 平成 20 年⑪ 平成 20 年

⑫ 平成 23 年⑫ 平成 23 年⑬ 令和元年 11 月～令和３年⑬ 令和元年 11 月～令和３年

発展を続けてきた発展を続けてきた
前橋市の歩み前橋市の歩み

広報まえばし　11月号 4時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

　市制施行130周年記念ピンバッジを販売中です。
￥ 200 円
場市役所地下売店、
ヴェントまえばし
（表町二丁目）

市制施行当時 現在（9 月末日現在）

面積　7.71㎢
世帯　5,653世帯
人口　3万1,967人

面積　311.59㎢
世帯　153,340世帯
人口　33万1,972人

明治25 年

大正元年

昭和元年

市制施行

記念ピンバッジを販売中

明治時代の市役所。市制施行当初は
旧町役場を使用していました。

日本赤十字社群馬支部病院（現在
の前橋赤十字病院（朝倉町））が
朝日町に開院しました。

第二次世界大戦で空襲を
受けた本市の様子。中央
は前橋カトリック教会。

県庁前通り。左上が当時の市役所
庁舎です。

天川大島町松並木の様子。現在
は区画整理により、景色が変化
し続けています。

上毛電気鉄道の起点である
中央前橋駅。

① 明治中期① 明治中期

② 大正２年② 大正２年
③ 昭和 20 年③ 昭和 20 年

⑤ 昭和 30 年代⑤ 昭和 30 年代
⑥ 昭和 30 年代⑥ 昭和 30 年代

⑦ 昭和 40 年代⑦ 昭和 40 年代

来年３月開業予定の「道の駅まえばし赤城」。
⑮ 令和５年⑮ 令和５年

七夕まつりは昭和26年に
始まり、開催回数は今年で
72回となりました。（写真
は昭和34年当時のもの）

④ 昭和 26 年④ 昭和 26 年

5 市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-3003
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　市有施設に企業名や商品名などを付けるネーミン
グライツスポンサーを、12月９日㈮まで募集します。
契約期間は来年４月１日㈯から３年間。スポンサーは
審査を経て決定します。ネーミングライツ料は、施設
の管理運営やサービスの向上に活用。詳しくは本市
ホームページをご覧ください。
申込書の配布＝各施設担当課で。本市ホームページ
からダウンロードもできます

　９月、現議会庁舎南に建設していた新議会庁舎が竣
工しました。11月末から開催する第４回定例市議会を
皮切りに使用を開始し、一部の行政機能も順次移行し
ます。詳しくは決定次第、本紙でもお知らせします。

施設名 ネーミングライツ料
市民交流施設など　問にぎわい商業課　☎０２７-２１０-２２７３
前橋プラザ元気 21

200万円
前橋市民交流プラザ等駐車場
千代田二丁目立体駐車場 50万円
都市公園　問公園管理事務所　☎０２７-２２５-２１１６
前橋こども公園 100万円
スポーツ施設　問スポーツ課　☎０２７-８９８-５８３２
宮城体育館 50万円
王山運動場

各 20万円

清里方面運動場
日吉体育館
三俣テニスコート
前橋総合運動公園テニスコート
大胡体育館
富士見総合グランド
千本桜野球場
児童館　問子育て施設課　☎０２７-２２０-５７０６
朝倉児童館

各 20万円
大友児童館
下小出児童館
粕川児童館
駐車場　問道路管理課　☎０２７-８９８-６８２２
前橋大島駅北口駐車場

20万円
前橋大島駅南口駐車場

市有施設に新たな愛称を
ネーミングライツスポンサー
を募集

行政機能も順次移行
新議会庁舎が
竣工

　市内の対象店舗で利用できる、プレミアム付商品
券の申し込みを受け付けています。販売価格１万円
で、１万3，000円（1,000円分の一般店専用券６枚、大
型店・一般店併用券７枚の合計13枚）分が利用できま
す。購入には申し込みが必要です。申込ハガキ付チラ
シは本紙10月号に折り込んでいるほか、ＷＥＢからも
申し込み可能です。
　販売は11月18日㈮予定の引換券の発送から来
年１月31日㈫まで。販売窓口は、市内46郵便局と特
設会場です。詳しくは本市ホームページをご覧くだ
さい。
対10月１日時点で本市に住民登録のある
世帯
使用期限＝来年２月28日㈫

締め切りは11月11日
プレミアム付商品券
申込受付中
問 プレミアム付商品券室　
☎０２７-２２１-８７００（平日9時～17時）

問 財政課　☎０２７-８９８-６５４３

問 資産経営課　☎０２７-８９８-６６５３

※ネーミングライツ料は１年当たりの最低応募金額（税抜）
です。記載金額以上で申し込んでください。

申し込みは
こちらから

定例会で新副議長を選出
問 議事課　☎０２７-８９８-５９２２

　９月に第３回定例市議
会を開催。27日に副議長
選挙を実施し、須賀博史
議員が選出されました。

広報まえばし　11月号 6時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

●�給食費、光熱水費、ガソリン代を
支援
　市内の放課後児童クラブや民間

保育所、認定こども園など、認可外保育施設を対象に、
エネルギーや食料品価格の高騰分を支援。各事業者
へは、個別にお知らせします。
補助率・補助金額＝基準額以内（上限は昨年度からの
増加分）
問子育て施設課　☎０２７‐２２０‐５７０５

家計急変世帯に給付金を給付します
問 価格高騰緊急支援給付金室　
　　☎０２７-８９８-１１９２（平日9時～17時）

　本年１月以降に予期せぬ理由で収入が減少
し、世帯全員が非課税相当にまで減収した世帯
に対する、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支
援給付金（5万円）の申請受け付けを実施してい
ます。対象や必要書類など、詳しくは本市ホーム
ページをご覧ください。なお、非課税世帯として
給付を受けた世帯を除きます。

物価高騰による
家庭や事業者などの負担を支援
問 各課

●省エネ家電買い換えを支援
　10月１日から来年２月末日までに
3万円以上のエアコンか冷蔵庫、洗

濯機、テレビのいずれかを省エネ性能の高い機種に、
市内店舗で買い換えた場合に購入金額の３分の１以
内で１世帯当たり５万円（複数機器（2製品まで）を買
い換えた場合は最大10万円）を補助。申し込み方法
や必要書類など詳しくは本紙12月号でお知らせしま
す。該当期間に買い換えた省エネ家電の領収書（レ
シート）やリサイクル券、保証書などはなくさないよう
に保管してください。
問環境森林課　☎０２７-８９８-６２９２

●省エネ機器更新・導入を支援
　施設園芸農家の省エネ機器など
の更新・導入にかかる経費を補助し

ます。詳しくは本市ホームページをご覧ください。
対象経費＝10月1日から来年2月末日まで
のヒートポンプ、循環扇、保温性の高い内
張被覆資材などの更新・導入にかかる経費
補助率・補助金額＝２分の１以内（省エネ機器は上限
400万円、被覆資材は上限100万円）
問農政課　☎０２７-８９８-６７０４

一般家庭
向け

農業者
向け

事業者
向け

保育施設
向け

●省エネ機器更新を支援
　市内で事業を営む個人事業主や
中小企業者などを対象に、事業用

の省エネ機器などの更新・工事にかかる経費を補助
します。
対象経費＝10月1日以降の次の機器の更新にかかる
10万円以上の経費。〈業務用設備（各中古も可）〉空
調、照明、給湯、冷凍冷蔵庫、交流電動機（圧縮機、送風
機、ポンプなど）、変圧器、ボイラー〈工事費〉建物断熱
補助率・補助金額＝２分の１以内（上限200万円）
申込書の配布＝市役所産業政策課で。本市ホーム
ページからダウンロードもできます
申12月28日㈬までにメールで。申込書に記入し、同課
genyu@city.maebashi.gunma.jpへ

問同課　☎０２７-８９８-６９８３

●再エネ設備導入を支援
　太陽光発電設備・蓄電池・電気自動車や充放電設備
を導入した場合に、導入金額の２分の１以内で１設備当
たり100万円（複数設備（4設備まで）を導入した場合
は最大40０万円）を補助。申し込み方法や必要書類な
ど詳しくは本紙12月号でお知らせします。
問環境森林課　☎０２７-８９８-６２９２

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-30037



　市有施設に企業名や商品名などを付けるネーミン
グライツスポンサーを、12月９日㈮まで募集します。
契約期間は来年４月１日㈯から３年間。スポンサーは
審査を経て決定します。ネーミングライツ料は、施設
の管理運営やサービスの向上に活用。詳しくは本市
ホームページをご覧ください。
申込書の配布＝各施設担当課で。本市ホームページ
からダウンロードもできます

　９月、現議会庁舎南に建設していた新議会庁舎が竣
工しました。11月末から開催する第４回定例市議会を
皮切りに使用を開始し、一部の行政機能も順次移行し
ます。詳しくは決定次第、本紙でもお知らせします。

施設名 ネーミングライツ料
市民交流施設など　問にぎわい商業課　☎０２７-２１０-２２７３
前橋プラザ元気 21

200万円
前橋市民交流プラザ等駐車場
千代田二丁目立体駐車場 50万円
都市公園　問公園管理事務所　☎０２７-２２５-２１１６
前橋こども公園 100万円
スポーツ施設　問スポーツ課　☎０２７-８９８-５８３２
宮城体育館 50万円
王山運動場

各 20万円

清里方面運動場
日吉体育館
三俣テニスコート
前橋総合運動公園テニスコート
大胡体育館
富士見総合グランド
千本桜野球場
児童館　問子育て施設課　☎０２７-２２０-５７０６
朝倉児童館

各 20万円
大友児童館
下小出児童館
粕川児童館
駐車場　問道路管理課　☎０２７-８９８-６８２２
前橋大島駅北口駐車場

20万円
前橋大島駅南口駐車場

市有施設に新たな愛称を
ネーミングライツスポンサー
を募集

行政機能も順次移行
新議会庁舎が
竣工

　市内の対象店舗で利用できる、プレミアム付商品
券の申し込みを受け付けています。販売価格１万円
で、１万3，000円（1,000円分の一般店専用券６枚、大
型店・一般店併用券７枚の合計13枚）分が利用できま
す。購入には申し込みが必要です。申込ハガキ付チラ
シは本紙10月号に折り込んでいるほか、ＷＥＢからも
申し込み可能です。
　販売は11月18日㈮予定の引換券の発送から来
年１月31日㈫まで。販売窓口は、市内46郵便局と特
設会場です。詳しくは本市ホームページをご覧くだ
さい。
対10月１日時点で本市に住民登録のある
世帯
使用期限＝来年２月28日㈫

締め切りは11月11日
プレミアム付商品券
申込受付中
問 プレミアム付商品券室　
☎０２７-２２１-８７００（平日9時～17時）

問 財政課　☎０２７-８９８-６５４３

問 資産経営課　☎０２７-８９８-６６５３

※ネーミングライツ料は１年当たりの最低応募金額（税抜）
です。記載金額以上で申し込んでください。

申し込みは
こちらから

定例会で新副議長を選出
問 議事課　☎０２７-８９８-５９２２

　９月に第３回定例市議
会を開催。27日に副議長
選挙を実施し、須賀博史
議員が選出されました。

広報まえばし　11月号 6時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

●�給食費、光熱水費、ガソリン代を
支援

　市内の放課後児童クラブや民間
保育所、認定こども園など、認可外保育施設を対象に、
エネルギーや食料品価格の高騰分を支援。各事業者
へは、個別にお知らせします。
補助率・補助金額＝基準額以内（上限は昨年度からの
増加分）
問子育て施設課　☎０２７‐２２０‐５７０５

家計急変世帯に給付金を給付します
問 価格高騰緊急支援給付金室　
　　☎０２７-８９８-１１９２（平日9時～17時）

　本年１月以降に予期せぬ理由で収入が減少
し、世帯全員が非課税相当にまで減収した世帯
に対する、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支
援給付金（5万円）の申請受け付けを実施してい
ます。対象や必要書類など、詳しくは本市ホーム
ページをご覧ください。なお、非課税世帯として
給付を受けた世帯を除きます。

物価高騰による
家庭や事業者などの負担を支援
問 各課

●省エネ家電買い換えを支援
　10月１日から来年２月末日までに
3万円以上のエアコンか冷蔵庫、洗

濯機、テレビのいずれかを省エネ性能の高い機種に、
市内店舗で買い換えた場合に購入金額の３分の１以
内で１世帯当たり５万円（複数機器（2製品まで）を買
い換えた場合は最大10万円）を補助。申し込み方法
や必要書類など詳しくは本紙12月号でお知らせしま
す。該当期間に買い換えた省エネ家電の領収書（レ
シート）やリサイクル券、保証書などはなくさないよう
に保管してください。
問環境森林課　☎０２７-８９８-６２９２

●省エネ機器更新・導入を支援
　施設園芸農家の省エネ機器など
の更新・導入にかかる経費を補助し

ます。詳しくは本市ホームページをご覧ください。
対象経費＝10月1日から来年2月末日まで
のヒートポンプ、循環扇、保温性の高い内
張被覆資材などの更新・導入にかかる経費
補助率・補助金額＝２分の１以内（省エネ機器は上限
400万円、被覆資材は上限100万円）
問農政課　☎０２７-８９８-６７０４

一般家庭
向け

農業者
向け

事業者
向け

保育施設
向け

●省エネ機器更新を支援
　市内で事業を営む個人事業主や
中小企業者などを対象に、事業用

の省エネ機器などの更新・工事にかかる経費を補助
します。
対象経費＝10月1日以降の次の機器の更新にかかる
10万円以上の経費。〈業務用設備（各中古も可）〉空
調、照明、給湯、冷凍冷蔵庫、交流電動機（圧縮機、送風
機、ポンプなど）、変圧器、ボイラー〈工事費〉建物断熱
補助率・補助金額＝２分の１以内（上限200万円）
申込書の配布＝市役所産業政策課で。本市ホーム
ページからダウンロードもできます
申12月28日㈬までにメールで。申込書に記入し、同課
genyu@city.maebashi.gunma.jpへ

問同課　☎０２７-８９８-６９８３

●再エネ設備導入を支援
　太陽光発電設備・蓄電池・電気自動車や充放電設備
を導入した場合に、導入金額の２分の１以内で１設備当
たり100万円（複数設備（4設備まで）を導入した場合
は最大40０万円）を補助。申し込み方法や必要書類な
ど詳しくは本紙12月号でお知らせします。
問環境森林課　☎０２７-８９８-６２９２

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-30037



窓口の混雑が予想されます
マイナンバーカード申請は早めに

　本市消防局では総務省消防庁と連携して、救急業
務の実証実験を実施しています。救急現場で傷病者
のマイナンバーカードから医療情報（処方薬や透析情
報、特定健診結果など）を取得し、救急業務の迅速化・
円滑化を図ります。
　傷病者の状態を考慮し、実証実験実施の可否を判
断した上で、本人の同意が得られた場合にのみ実施し
ます。協力をお願いします。
時12月下旬まで（短縮や延長をする場合があります）
対次の全てを満たす人。❶マイナンバー
カードを持っている❷健康保険証の利用
登録をしている❸本人の同意が得られて
いる

　マイナンバーカードを受け取るには申請が必要で
す。カードの申請後、手元に届くまで２カ月程かかり
ます。マイナポイントの付与対象となるマイナンバー
カードの申請期限は12月末まで。マイナンバーカー
ド取得後、来年２月末までにマイナポイントを申し込
むと、最大２万円分のポイントがもらえます。
場・時〈市役所〉平日８時45分～17時〈大胡・宮城・粕
川・富士見〉平日９時～17時
申請方法＝〈自分で申請する場合〉国から送付された

ＩＤ入り申請書を使用します。手元にない場合は問い
合わせてください〈窓口で申請する場合〉市役所か大
胡・宮城・粕川・富士見支所に必要書類を持参。本人確
認書類がそろっていれば、できあがったカードは自宅
に書留で送付します
持通知カード、写真付きの本人確認書類１点（運転免
許証やパスポートなど。写真付きの本人確認書類が
ない場合は、健康保険証や年金手帳など２点）

interview
マイナンバーカードを持つことが 
もしもの備えになります
　今までは、搬送先の医療機関へ情報提供する
ために、お薬手帳や健康保険証など、さまざまな
物から情報を収集していたため、時間が掛かっ
ていました。
　この実証実験では、患者本人の同意が必須で
すが、マイナンバーカードを読み取るだけで、搬
送先医療機関を選定するために必要な情報が得
られるため、より迅速な救急搬
送が期待できます。
　もしもの時に備えて、マイナ
ンバーカードの取得や健康保険
証の利用登録、カードの持ち歩
きに協力をお願いします。

問 救急課　☎027-220-4513

問 市民課　☎027-898-6101

マイナンバーカードが命を救う
救急現場利用の実証実験

総務省消防庁
ホームページ

　平日の昼間に来庁が難しい人を対象に、夜間や休
日に市役所で窓口を開設します。
●夜間申請窓口
時11月10日㈭・25日㈮、17時～18時30分
●休日申請窓口
時11月19日㈯・20日㈰、８時30分～11時
30分

けやきウォーク前橋でも申請できます
　県主催のマイナンバーカード申請窓口を設け
ます。申請手続きのほか、マイナポイントの申し込
みもサポート。なお、マイナンバーカードの受け取
りは市役所か大胡・宮城・粕川・富士見支所となり
ます。
時11月18日㈮～12月26日㈪、10時～17時
場けやきウォーク前橋（文京町二丁目）
問県業務プロセス改革課　☎050-5846-3324

救急課　福田 貴紀

詳しくは
こちらから

広報まえばし　11月号 8時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

　マイナポイント第２弾の付与対象となるマイナン
バーカード申請期間が９月末から12月末までに延長
されました（すでにマイナンバーカードを持っている
人を含む）。マイナポイントの申込期間は従来通り来
年２月末まで。本市では、引き続きポイント申し込みの
支援窓口を設けています。
場・時〈市役所１階特設窓口〉平日９時～17時〈大胡・富

　まえばしU２９応援ポイントとは、対象の市民がマイ
ナンバーカードを利用して申し込むことで、キャッシュ
レス決済サービスでの買い物などで使える5,000円
相当のポイントがもらえる自治体マイナポイントのこ
と。ポイント付与の期間や対象となるキャッシュレス

士見・宮城・粕川支所〉隔週の平日９時～17時〈けやき
ウォーク前橋（文京町二丁目）〉土日曜・祝日、10時～
18時
持マイナンバーカード、マイナンバーカードの暗証番
号４桁、使用するキャッシュレス決済サービ
スの登録情報など、本人名義の口座情報の
分かる物（公金受取口座登録をする場合）

問 未来政策課　☎027-898-6513

問 マイナポイント制度に関することは
    マイナンバー総合フリーダイヤル
    ☎0120-95-0178
    支援窓口に関することは未来政策課
    ☎027-898-6994

最大２万円分のポイント付与
マイナポイント対象の期間が延長

29歳以下に5,000円分付与
まえばしU２９応援ポイント
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マイナンバーカードの
新規取得など

健康保険証としての
利用申し込み

公金受取口座の登録

選んだキャッシュレス決済サービスでのチャージや
買い物の利用金額の25％分　※第1弾で取得した人を除く

最大5,000円分

7,500円分
7,500円分

決済サービスなど、最新情報は本市ホームページを
ご覧ください。
対マイナンバーカードを持っている、平成4年４月２日
以降生まれの市民
持マイナンバーカード、マイナンバーカードの暗証番
号４桁、使用するキャッシュレス決済サービスの登録
情報、マイナンバーカードの読み取りがで
きるスマホなど

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-30039



窓口の混雑が予想されます
マイナンバーカード申請は早めに

　本市消防局では総務省消防庁と連携して、救急業
務の実証実験を実施しています。救急現場で傷病者
のマイナンバーカードから医療情報（処方薬や透析情
報、特定健診結果など）を取得し、救急業務の迅速化・
円滑化を図ります。
　傷病者の状態を考慮し、実証実験実施の可否を判
断した上で、本人の同意が得られた場合にのみ実施し
ます。協力をお願いします。
時12月下旬まで（短縮や延長をする場合があります）
対次の全てを満たす人。❶マイナンバー
カードを持っている❷健康保険証の利用
登録をしている❸本人の同意が得られて
いる

　マイナンバーカードを受け取るには申請が必要で
す。カードの申請後、手元に届くまで２カ月程かかり
ます。マイナポイントの付与対象となるマイナンバー
カードの申請期限は12月末まで。マイナンバーカー
ド取得後、来年２月末までにマイナポイントを申し込
むと、最大２万円分のポイントがもらえます。
場・時〈市役所〉平日８時45分～17時〈大胡・宮城・粕
川・富士見〉平日９時～17時
申請方法＝〈自分で申請する場合〉国から送付された

ＩＤ入り申請書を使用します。手元にない場合は問い
合わせてください〈窓口で申請する場合〉市役所か大
胡・宮城・粕川・富士見支所に必要書類を持参。本人確
認書類がそろっていれば、できあがったカードは自宅
に書留で送付します
持通知カード、写真付きの本人確認書類１点（運転免
許証やパスポートなど。写真付きの本人確認書類が
ない場合は、健康保険証や年金手帳など２点）

interview
マイナンバーカードを持つことが 
もしもの備えになります
　今までは、搬送先の医療機関へ情報提供する
ために、お薬手帳や健康保険証など、さまざまな
物から情報を収集していたため、時間が掛かっ
ていました。
　この実証実験では、患者本人の同意が必須で
すが、マイナンバーカードを読み取るだけで、搬
送先医療機関を選定するために必要な情報が得
られるため、より迅速な救急搬
送が期待できます。
　もしもの時に備えて、マイナ
ンバーカードの取得や健康保険
証の利用登録、カードの持ち歩
きに協力をお願いします。

問 救急課　☎027-220-4513

問 市民課　☎027-898-6101

マイナンバーカードが命を救う
救急現場利用の実証実験

総務省消防庁
ホームページ

　平日の昼間に来庁が難しい人を対象に、夜間や休
日に市役所で窓口を開設します。
●夜間申請窓口
時11月10日㈭・25日㈮、17時～18時30分
●休日申請窓口
時11月19日㈯・20日㈰、８時30分～11時
30分

けやきウォーク前橋でも申請できます
　県主催のマイナンバーカード申請窓口を設け
ます。申請手続きのほか、マイナポイントの申し込
みもサポート。なお、マイナンバーカードの受け取
りは市役所か大胡・宮城・粕川・富士見支所となり
ます。
時11月18日㈮～12月26日㈪、10時～17時
場けやきウォーク前橋（文京町二丁目）
問県業務プロセス改革課　☎050-5846-3324

救急課　福田 貴紀

詳しくは
こちらから

広報まえばし　11月号 8時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

　マイナポイント第２弾の付与対象となるマイナン
バーカード申請期間が９月末から12月末までに延長
されました（すでにマイナンバーカードを持っている
人を含む）。マイナポイントの申込期間は従来通り来
年２月末まで。本市では、引き続きポイント申し込みの
支援窓口を設けています。
場・時〈市役所１階特設窓口〉平日９時～17時〈大胡・富

　まえばしU２９応援ポイントとは、対象の市民がマイ
ナンバーカードを利用して申し込むことで、キャッシュ
レス決済サービスでの買い物などで使える5,000円
相当のポイントがもらえる自治体マイナポイントのこ
と。ポイント付与の期間や対象となるキャッシュレス

士見・宮城・粕川支所〉隔週の平日９時～17時〈けやき
ウォーク前橋（文京町二丁目）〉土日曜・祝日、10時～
18時
持マイナンバーカード、マイナンバーカードの暗証番
号４桁、使用するキャッシュレス決済サービ
スの登録情報など、本人名義の口座情報の
分かる物（公金受取口座登録をする場合）

問 未来政策課　☎027-898-6513

問 マイナポイント制度に関することは
    マイナンバー総合フリーダイヤル
    ☎0120-95-0178
    支援窓口に関することは未来政策課
    ☎027-898-6994

最大２万円分のポイント付与
マイナポイント対象の期間が延長

29歳以下に5,000円分付与
まえばしU２９応援ポイント
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健康保険証としての
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公金受取口座の登録

選んだキャッシュレス決済サービスでのチャージや
買い物の利用金額の25％分　※第1弾で取得した人を除く

最大5,000円分

7,500円分
7,500円分

決済サービスなど、最新情報は本市ホームページを
ご覧ください。
対マイナンバーカードを持っている、平成4年４月２日
以降生まれの市民
持マイナンバーカード、マイナンバーカードの暗証番
号４桁、使用するキャッシュレス決済サービスの登録
情報、マイナンバーカードの読み取りがで
きるスマホなど

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-30039



●�オミクロン株対応ワクチン接種の接種間隔が�
５カ月から３カ月に短縮

　接種間隔３カ月での予約を、11月1日㈫８時30分か
ら受け付けます。

対象 ２回以上ワクチンを接種した12歳以
上の人

接種時期 前回接種（２・３・４回目接種）完了日
から３カ月後の同日から接種可能

接種期間 来年１月29日㈰まで

予約方法

❶インターネット予約
 （24時間対応）
❷電話予約
 （全日８時30分～17時15分）
　市ワクチン接種専用ダイヤル
　☎０５７０-０５６７-０２

※ 予約・接種には接種券が必要です。接種券は対象者に
薄桃色の封筒で送付済みです。

特設予約サポート会場を開設
　11月１日㈫・２日㈬に、各支所・市民サービスセン
ター・老人福祉センターなどで特設予約サ
ポート会場を開設します。詳しくは右記二
次元コードからご覧ください。

●�BA.4-5対応型ワクチン接種を開始します
　オミクロン株に対応した２価ワクチンは、ファイザー
とモデルナそれぞれでBA.1対応型とBA.4-5対応型
があります。いずれも1価の従来型ワクチンを上回る
効果や今後の変異株に対する効果が期待されます。
なるべく早く打てるいずれかのワクチンで接種を受け
てください。なお、本市では、11月７日㈪接種分から、
ファイザーをBA.4-5対応型ワクチンに切り替えます。
※ BA.4-5対応型ワクチン…現在感染の主流となってい

るオミクロン株のBA.4やBA.5に対応するワクチンで
す。なお、BA.1対応型とBA.4-5対応型に大きな違いは
ありません。

●�オミクロン株対応ワクチン接種を希望する人で
初回（１・２回目）接種を受けていない人は年内
に接種を

　１・２回目接種で使用するワクチンは、従来型ワクチ
ン（ファイザー（従来型）、モデルナ（従来型）、ノババッ
クス）で、接種を受けられるのは市集団接種会場（総
合福祉会館）でのみです。
　オミクロン株対応ワクチン接種は、２回目接種完了
日から３カ月後の同日から接種できます。国が定める
ワクチン接種の実施期間は来年3月31日㈮までです。
オミクロン株対応ワクチン接種を希望する人は年内に
１・２回目接種を受けてください。

●�乳幼児のワクチン接種を開始しました
対象 生後６カ月から４歳までの人

接種回数 ３回

接種時期

１回目接種後、通常、３週間の間隔で
２回目を接種
２回目接種後、８週間以上の間隔で３
回目を接種
※ ３回接種には、最短でも約11週間かかり

ます。国が定めるワクチン接種の実施期
間内に3回接種を完了するために、接種
を希望する人は、来年１月13日㈮までに
１回目接種を受けてください。

予約方法 実施医療機関に電話予約

※ 予約・接種には接種券が必要です。接種券
は対象者に薄紫色の封筒で送付済みです。
実施医療機関など詳しくは本市ホームペー
ジをご覧ください。

接種費用

無料
（全額公費）

接種は

任意
です

新型コロナワクチン
オミクロン株対応ワクチン接種・
乳幼児接種のお知らせ

ワクチン接種に関する
最新情報はこちらから

広報まえばし　11月号 10時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

アーツ前橋で
写真をテーマにした
２つの企画展

講演や研究発表を実施
萩原朔太郎研究会研究例会

　11月19日㈯からアーツ前橋で企画展「朔太郎と写
真」と「潜在景色」を開催します。
時11月19日㈯～来年３月５日㈰

「朔太郎と写真」
　１階展示室の「朔太郎と
写真」展では、前橋文学館
を中心に開催中の「萩原
朔太郎大全２０２２」の参加
企画として、写真にも造詣
が深かった朔太郎が大正
から昭和にかけて前橋の
街を中心に撮影した写真を紹介。また、朔太郎が撮影
した場所を、文学館館長・萩原朔美が新たに撮影した
作品や、朔太郎に触発されて制作された吉増剛造さん
や木暮伸也さんの作品も紹介します。
●「朔太郎と写真」展関連イベント
❶関連トーク「詩人と写真」
　参加作家３人によるトークを実施します。
時来年１月21日㈯14時～16時
場前橋文学館
❷学芸員によるギャラリーツアー
時12月10日㈯・来年２月19日㈰、14時～15時
申以上の２つはアーツ前橋へ

　前橋文学館で萩原朔太郎研究会研究例会を開催。
詩人・文芸評論家・北川透さんによる講演「経験という
秘密‐詩と詩論（モダニズム詩）と萩原朔太郎」や大阪大
大学院・武久真士さん、ソルボンヌ大大学院・福島亮さ
んによる研究発表を実施します。当日オンラインでも

問 アーツ前橋　☎０２７-２３０-１１４４

問 前橋文学館　☎０２７-２３５-８０１１

「潜在景色」
　地下の展示室の「潜在
景色」展では、中堅写真
家たちによる２００点以
上の作品を紹介。市内を
中心に撮影された本展
初公開作品もあります。
写真をとおして前橋の
街の変遷や故郷への哀
愁、他者から見た新たな発見などが見えます。
￥一般６００円、学生・65歳以上・団体（10人以上）４００
円、高校生以下無料
●「潜在景色」展関連イベント
🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐
時❶12月18日㈰❷来年２月25日㈯、14時～16時
参加作家＝❶は石塚元太良さん、西野壮平さん❷は
村越としやさん、鈴木のぞみさん
🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑
時❶12月3日㈯❷来年2月4日㈯、10時～16時
場❶はアーツ前橋周辺地域❷はアーツ前橋、アーツ
前橋周辺地域
講師・内容＝❶は下道基行さん・「見えない景色」❷は
鈴木のぞみさん・「潜在を可視化する」
🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒
時 11月23日㈬・来年１月28日㈯・3月4日㈯、14時～
15時
🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓
　話しながら作品を鑑賞します。
時12月17日㈯・来年１月21日㈯・２月18日㈯、14時～
14時40分
申以上の４つはアーツ前橋へ

配信します。詳しくは同研究
会のブログをご覧ください。
時12月３日㈯13時
対一般、先着50人
申12月２日㈮までに同館へ

萩原朔太郎《活動写真館通り》
大正時代
水と緑と詩のまち 前橋文学館提供

西野壮平
《利根川―前橋の街と赤城山》
２０２２年

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-300311



●�オミクロン株対応ワクチン接種の接種間隔が�
５カ月から３カ月に短縮

　接種間隔３カ月での予約を、11月1日㈫８時30分か
ら受け付けます。

対象 ２回以上ワクチンを接種した12歳以
上の人

接種時期 前回接種（２・３・４回目接種）完了日
から３カ月後の同日から接種可能

接種期間 来年１月29日㈰まで

予約方法

❶インターネット予約
 （24時間対応）
❷電話予約
 （全日８時30分～17時15分）
　市ワクチン接種専用ダイヤル
　☎０５７０-０５６７-０２

※ 予約・接種には接種券が必要です。接種券は対象者に
薄桃色の封筒で送付済みです。

特設予約サポート会場を開設
　11月１日㈫・２日㈬に、各支所・市民サービスセン
ター・老人福祉センターなどで特設予約サ
ポート会場を開設します。詳しくは右記二
次元コードからご覧ください。

●�BA.4-5対応型ワクチン接種を開始します
　オミクロン株に対応した２価ワクチンは、ファイザー
とモデルナそれぞれでBA.1対応型とBA.4-5対応型
があります。いずれも1価の従来型ワクチンを上回る
効果や今後の変異株に対する効果が期待されます。
なるべく早く打てるいずれかのワクチンで接種を受け
てください。なお、本市では、11月７日㈪接種分から、
ファイザーをBA.4-5対応型ワクチンに切り替えます。
※ BA.4-5対応型ワクチン…現在感染の主流となってい

るオミクロン株のBA.4やBA.5に対応するワクチンで
す。なお、BA.1対応型とBA.4-5対応型に大きな違いは
ありません。

●�オミクロン株対応ワクチン接種を希望する人で
初回（１・２回目）接種を受けていない人は年内
に接種を

　１・２回目接種で使用するワクチンは、従来型ワクチ
ン（ファイザー（従来型）、モデルナ（従来型）、ノババッ
クス）で、接種を受けられるのは市集団接種会場（総
合福祉会館）でのみです。
　オミクロン株対応ワクチン接種は、２回目接種完了
日から３カ月後の同日から接種できます。国が定める
ワクチン接種の実施期間は来年3月31日㈮までです。
オミクロン株対応ワクチン接種を希望する人は年内に
１・２回目接種を受けてください。

●�乳幼児のワクチン接種を開始しました
対象 生後６カ月から４歳までの人

接種回数 ３回

接種時期

１回目接種後、通常、３週間の間隔で
２回目を接種
２回目接種後、８週間以上の間隔で３
回目を接種
※ ３回接種には、最短でも約11週間かかり

ます。国が定めるワクチン接種の実施期
間内に3回接種を完了するために、接種
を希望する人は、来年１月13日㈮までに
１回目接種を受けてください。

予約方法 実施医療機関に電話予約

※ 予約・接種には接種券が必要です。接種券
は対象者に薄紫色の封筒で送付済みです。
実施医療機関など詳しくは本市ホームペー
ジをご覧ください。

接種費用

無料
（全額公費）

接種は

任意
です

新型コロナワクチン
オミクロン株対応ワクチン接種・
乳幼児接種のお知らせ

ワクチン接種に関する
最新情報はこちらから

広報まえばし　11月号 10時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

アーツ前橋で
写真をテーマにした
２つの企画展

講演や研究発表を実施
萩原朔太郎研究会研究例会

　11月19日㈯からアーツ前橋で企画展「朔太郎と写
真」と「潜在景色」を開催します。
時11月19日㈯～来年３月５日㈰

「朔太郎と写真」
　１階展示室の「朔太郎と
写真」展では、前橋文学館
を中心に開催中の「萩原
朔太郎大全２０２２」の参加
企画として、写真にも造詣
が深かった朔太郎が大正
から昭和にかけて前橋の
街を中心に撮影した写真を紹介。また、朔太郎が撮影
した場所を、文学館館長・萩原朔美が新たに撮影した
作品や、朔太郎に触発されて制作された吉増剛造さん
や木暮伸也さんの作品も紹介します。
●「朔太郎と写真」展関連イベント
❶関連トーク「詩人と写真」
　参加作家３人によるトークを実施します。
時来年１月21日㈯14時～16時
場前橋文学館
❷学芸員によるギャラリーツアー
時12月10日㈯・来年２月19日㈰、14時～15時
申以上の２つはアーツ前橋へ

　前橋文学館で萩原朔太郎研究会研究例会を開催。
詩人・文芸評論家・北川透さんによる講演「経験という
秘密‐詩と詩論（モダニズム詩）と萩原朔太郎」や大阪大
大学院・武久真士さん、ソルボンヌ大大学院・福島亮さ
んによる研究発表を実施します。当日オンラインでも

問 アーツ前橋　☎０２７-２３０-１１４４

問 前橋文学館　☎０２７-２３５-８０１１

「潜在景色」
　地下の展示室の「潜在
景色」展では、中堅写真
家たちによる２００点以
上の作品を紹介。市内を
中心に撮影された本展
初公開作品もあります。
写真をとおして前橋の
街の変遷や故郷への哀
愁、他者から見た新たな発見などが見えます。
￥一般６００円、学生・65歳以上・団体（10人以上）４００
円、高校生以下無料
●「潜在景色」展関連イベント
🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐
時❶12月18日㈰❷来年２月25日㈯、14時～16時
参加作家＝❶は石塚元太良さん、西野壮平さん❷は
村越としやさん、鈴木のぞみさん
🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑
時❶12月3日㈯❷来年2月4日㈯、10時～16時
場❶はアーツ前橋周辺地域❷はアーツ前橋、アーツ
前橋周辺地域
講師・内容＝❶は下道基行さん・「見えない景色」❷は
鈴木のぞみさん・「潜在を可視化する」
🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒
時 11月23日㈬・来年１月28日㈯・3月4日㈯、14時～
15時
🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓
　話しながら作品を鑑賞します。
時12月17日㈯・来年１月21日㈯・２月18日㈯、14時～
14時40分
申以上の４つはアーツ前橋へ

配信します。詳しくは同研究
会のブログをご覧ください。
時12月３日㈯13時
対一般、先着50人
申12月２日㈮までに同館へ

萩原朔太郎《活動写真館通り》
大正時代
水と緑と詩のまち 前橋文学館提供

西野壮平
《利根川―前橋の街と赤城山》
２０２２年

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-300311
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前橋市 × 萩市

友好都市提携２０周年記念
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●
萩
の
地
酒
（
Ｇ
Ｉ
）

　
昨
年
３
月
、
酒
類
で
は
中
国
地
方

で
初
め
て
「
Ｇ
Ｉ(

地
理
的
表
示)

萩
」
と
し
て
、
萩
・
阿
武
地
区
６
蔵

の
醸
造
す
る
日
本
酒
が
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
生
産
か
ら
精
米
、
そ
し
て

醸
造
ま
で
の
全
て
を
地
元
で
完
結
す

る
日
本
酒
。
６
蔵
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ

い
を
楽
し
め
ま
す
。

　
下
表
の
と
お
り
、
公
開
講
座
と
専
門

講
座
を
開
催
。
最
先
端
の
科
学
の
知
識

を
学
び
ま
す
。

時
下
表
の
と
お
り
、
18
時
～
19
時
30
分

場
前
橋
工
科
大
（
専
門
講
座
の
❶
❷

❹
❺
は
オ
ン
ラ
イ
ン
）

対
一
般
、〈
対
面
〉
先
着
各
60
人
〈
オ

ン
ラ
イ
ン
〉
先
着
各
１
０
０
人

申
各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で

に
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

　
萩
市
に
は
お
菓
子
や
酒
、
肉
、
野

菜
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
お
薦
め

の
特
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●
夏
み
か
ん
菓
子

　
萩
市
で
の
夏
み
か
ん
栽
培
は
、
明

治
時
代
に
廃
藩
と
な
り
困
窮
し
た
士

族
を
救
済
す
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し

た
。
夏
み
か
ん
は
、
酸
味
を
生
か
し

問	
前
橋
工
科
大
　

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
７
３
６
１

問	

文
化
国
際
課
　

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
９
２

　山
口
県
萩
市
か
ら
担
当
者
が
届
け
ま
す
！

第
5
回
　

「�

萩
市
の
お
す
す
め
特
産
品
を

紹
介
し
ま
す
！
」

交流物産展に
ついてはこちら

受
講
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

誰
も
が
学
べ
る

特
別
授
業

前橋工科大の校舎の建て替えに支援を
問	行政管理課　☎０２７-８９８-６５３７

　前橋工科大の老朽化した校舎と図書館
を建て替えるため、「みんなで創る新校舎
～知の宝石箱プロジェクト」として、クラウド
ファンディング型ふるさと納税を実施して
います。

公開講座
日時  テ－マ・講師

❶ 11月4日㈮ 日常にひそむ「コトバ」の謎－普段から気になる日・英語
の不思議を探る（同大教授・原島秀人さん）

❷ 11月18日㈮ 日本の宇宙探査ミッション（同大准教授・荒井武彦さん）

❸ 11月21日㈪ スケッチからライブへ－ライブコーディングの世界
（同大准教授・田所淳さん）

❹ 11月25日㈮ ゆで卵はすぐに腐り、タンパク質の凝集は認知症を引
き起こす（同大教授・本間桂一さん）

❺ 11月30日㈬
見えない力を見る技術－壊れないモノを作るため、
壊して分かる技術と壊さなくても分かる技術を知ろう
（同大准教授・宮川睦巳さん）

❻ 12月2日㈮ 「建物の耐震化はなぜ必要？」－建物の倒壊・損壊から
命や財産を守る（同大教授・麻里哲広さん）

❼ 12月12日㈪ エピゲノム～細胞の運命を決める遺伝子スイッチ
（同大教授・山下聡さん）

専門講座
日時  テ－マ・講師

❶ 11月10日㈭
建築をどう伝えるか：ベネチア建築ビエンナーレから
の視点（京都美術工芸大准教授・宮内智久さん、コー
ディネーター・杉浦榮さん）

❷ 11月15日㈫ リファイニング建築が社会を変える（青木茂建築工房代
表取締役・青木茂さん、コーディネーター・堤洋樹さん）

❸ 12月8日㈭
最終講義・建築を隙間/空隙/開口から考える（早稲田
大名誉教授・入江正之さん、コーディネーター・石川恒
夫さん）

❹ 12月15日㈭ 脆弱になる人類（東京都市大名誉教授・坊垣和明さん、
コーディネーター・石川恒夫さん）

❺ 12月20日㈫
温熱・空気環境と健康～これまでの歩みとこれから（東
北大名誉教授・吉野博さん、コーディネーター・三田村
輝章さん）

広報まえばし　11月号 12時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

問 観光政策課　☎０２７-２５７-０６７６

問 長寿包括ケア課　☎０２７-８９８-６２７６
おうちで療養相談センターまえばし　☎０２７-２３３-２２６４

問 総社市民サービスセンター　☎０２７-２５１-４９３３

問 まちづくり公社　☎０２７-２８９-４７６４

問 交通政策課　☎０２７-８９８-５９３９

問 めぶくグラウンド　☎０５０-８８８５-６５９４

　上武道路沿線の田口町・関根町に整備中の「道の駅
まえばし赤城」が、８月５日に国土交通省により市内４
番目の道の駅として登録されました。オープンは来年３
月を予定していま
す。主な施設は道
路休憩施設や観
光案内所、農畜
産物直売所、飲
食施設、生鮮食
品販売施設、福
祉ショップ、芝生
広場などです。

　11月30日は人生会議の日。人生
会議とは、もしものときのために、
望む医療などを考え、話し合い、共
有する取り組みです。そのツールとし
て、前橋市医師会が中心となって作
成した「私の人生ノート」を市役所
長寿包括ケア課、地域包括支援セ
ンター、おうちで療養相談センター
まえばし（岩神町二丁目）で配布しています。

　江戸時代初期に上野総社藩を治めた秋元公を称え
る、総社秋元公歴史まつりを開催。勇壮なよろい武
者の行列が総社地区を練り歩くほか、市内外のグルメ
が集うマルシェや天狗岩用水をモチーフにした大型紙
芝居の上演などのステージイベントもあります。また、
写真コンテストも同時開催します。
時11月13日㈰10時～15時30分
場総社市民サービスセンターなど

　オフロード自転車で柵や階段などの障害物を乗り
越えながらスピードを競います。詳しくは前橋シクロ
クロス大会ホームページをご覧ください。
時11月27日㈰８時
場岩神緑地（日本トーターグリーンドーム
前橋第６駐車場北側特設会場）
申11月18日㈮までに同大会ホームページで

　総務省の実施する公的連携基盤事業の一環として、
本市では路線バスの乗車時に利用可能な交通系ＩＣ
カード「ノルベ」をプレミアム販売。通常2,000円（ＳＦ
1,500円とデポジット500円）のノルベカードを
1,000円で販売します。
場市内46の郵便局窓口

　地元金融機関や民間企業などと連携した、官民共
創の新会社「めぶくグラウンド」が10月6日に設立。デ
ジタル個人認証・めぶくＩＤの発行とデータ連携基盤
の提供により、学びや健康などのさまざまな分野で市
民サービスの向上につなげます。詳しくは同社ホーム
ページをご覧ください。

道の駅まえばし赤城が
市内４番目の道の駅に

もしもの時に家族を助けます
私の人生ノートを活用して

秋元公の功績を顕彰
総社の歴史に思いはせて

自転車で障害物を乗り越えて
前橋シクロクロス大会を開催

1,000円分お得に
郵便局で交通系ＩＣカード販売

官民共創で新会社設立
めぶくグラウンドが始動しました

詳しくはこちら 詳しくはこちら

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-300313
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く
の
夏
み
か

ん
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
萩
の
地
酒
（
Ｇ
Ｉ
）

　
昨
年
３
月
、
酒
類
で
は
中
国
地
方

で
初
め
て
「
Ｇ
Ｉ(

地
理
的
表
示)

萩
」
と
し
て
、
萩
・
阿
武
地
区
６
蔵

の
醸
造
す
る
日
本
酒
が
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
生
産
か
ら
精
米
、
そ
し
て

醸
造
ま
で
の
全
て
を
地
元
で
完
結
す

る
日
本
酒
。
６
蔵
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ

い
を
楽
し
め
ま
す
。

　
下
表
の
と
お
り
、
公
開
講
座
と
専
門

講
座
を
開
催
。
最
先
端
の
科
学
の
知
識

を
学
び
ま
す
。

時
下
表
の
と
お
り
、
18
時
～
19
時
30
分

場
前
橋
工
科
大
（
専
門
講
座
の
❶
❷

❹
❺
は
オ
ン
ラ
イ
ン
）

対
一
般
、〈
対
面
〉
先
着
各
60
人
〈
オ

ン
ラ
イ
ン
〉
先
着
各
１
０
０
人

申
各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で

に
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

　
萩
市
に
は
お
菓
子
や
酒
、
肉
、
野

菜
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
お
薦
め

の
特
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●
夏
み
か
ん
菓
子

　
萩
市
で
の
夏
み
か
ん
栽
培
は
、
明

治
時
代
に
廃
藩
と
な
り
困
窮
し
た
士

族
を
救
済
す
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し

た
。
夏
み
か
ん
は
、
酸
味
を
生
か
し

問	

前
橋
工
科
大
　

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
７
３
６
１

問	

文
化
国
際
課
　

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
９
２

　山
口
県
萩
市
か
ら
担
当
者
が
届
け
ま
す
！

第
5
回
　

「�

萩
市
の
お
す
す
め
特
産
品
を

紹
介
し
ま
す
！
」

交流物産展に
ついてはこちら

受
講
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

誰
も
が
学
べ
る

特
別
授
業

前橋工科大の校舎の建て替えに支援を
問	行政管理課　☎０２７-８９８-６５３７

　前橋工科大の老朽化した校舎と図書館
を建て替えるため、「みんなで創る新校舎
～知の宝石箱プロジェクト」として、クラウド
ファンディング型ふるさと納税を実施して
います。

公開講座
日時  テ－マ・講師

❶ 11月4日㈮ 日常にひそむ「コトバ」の謎－普段から気になる日・英語
の不思議を探る（同大教授・原島秀人さん）

❷ 11月18日㈮ 日本の宇宙探査ミッション（同大准教授・荒井武彦さん）

❸ 11月21日㈪ スケッチからライブへ－ライブコーディングの世界
（同大准教授・田所淳さん）

❹ 11月25日㈮ ゆで卵はすぐに腐り、タンパク質の凝集は認知症を引
き起こす（同大教授・本間桂一さん）

❺ 11月30日㈬
見えない力を見る技術－壊れないモノを作るため、
壊して分かる技術と壊さなくても分かる技術を知ろう
（同大准教授・宮川睦巳さん）

❻ 12月2日㈮ 「建物の耐震化はなぜ必要？」－建物の倒壊・損壊から
命や財産を守る（同大教授・麻里哲広さん）

❼ 12月12日㈪ エピゲノム～細胞の運命を決める遺伝子スイッチ
（同大教授・山下聡さん）

専門講座
日時  テ－マ・講師

❶ 11月10日㈭
建築をどう伝えるか：ベネチア建築ビエンナーレから
の視点（京都美術工芸大准教授・宮内智久さん、コー
ディネーター・杉浦榮さん）

❷ 11月15日㈫ リファイニング建築が社会を変える（青木茂建築工房代
表取締役・青木茂さん、コーディネーター・堤洋樹さん）

❸ 12月8日㈭
最終講義・建築を隙間/空隙/開口から考える（早稲田
大名誉教授・入江正之さん、コーディネーター・石川恒
夫さん）

❹ 12月15日㈭ 脆弱になる人類（東京都市大名誉教授・坊垣和明さん、
コーディネーター・石川恒夫さん）

❺ 12月20日㈫
温熱・空気環境と健康～これまでの歩みとこれから（東
北大名誉教授・吉野博さん、コーディネーター・三田村
輝章さん）

広報まえばし　11月号 12時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

問 観光政策課　☎０２７-２５７-０６７６

問 長寿包括ケア課　☎０２７-８９８-６２７６
おうちで療養相談センターまえばし　☎０２７-２３３-２２６４

問 総社市民サービスセンター　☎０２７-２５１-４９３３

問 まちづくり公社　☎０２７-２８９-４７６４

問 交通政策課　☎０２７-８９８-５９３９

問 めぶくグラウンド　☎０５０-８８８５-６５９４

　上武道路沿線の田口町・関根町に整備中の「道の駅
まえばし赤城」が、８月５日に国土交通省により市内４
番目の道の駅として登録されました。オープンは来年３
月を予定していま
す。主な施設は道
路休憩施設や観
光案内所、農畜
産物直売所、飲
食施設、生鮮食
品販売施設、福
祉ショップ、芝生
広場などです。

　11月30日は人生会議の日。人生
会議とは、もしものときのために、
望む医療などを考え、話し合い、共
有する取り組みです。そのツールとし
て、前橋市医師会が中心となって作
成した「私の人生ノート」を市役所
長寿包括ケア課、地域包括支援セ
ンター、おうちで療養相談センター
まえばし（岩神町二丁目）で配布しています。

　江戸時代初期に上野総社藩を治めた秋元公を称え
る、総社秋元公歴史まつりを開催。勇壮なよろい武
者の行列が総社地区を練り歩くほか、市内外のグルメ
が集うマルシェや天狗岩用水をモチーフにした大型紙
芝居の上演などのステージイベントもあります。また、
写真コンテストも同時開催します。
時11月13日㈰10時～15時30分
場総社市民サービスセンターなど

　オフロード自転車で柵や階段などの障害物を乗り
越えながらスピードを競います。詳しくは前橋シクロ
クロス大会ホームページをご覧ください。
時11月27日㈰８時
場岩神緑地（日本トーターグリーンドーム
前橋第６駐車場北側特設会場）
申11月18日㈮までに同大会ホームページで

　総務省の実施する公的連携基盤事業の一環として、
本市では路線バスの乗車時に利用可能な交通系ＩＣ
カード「ノルベ」をプレミアム販売。通常2,000円（ＳＦ
1,500円とデポジット500円）のノルベカードを
1,000円で販売します。
場市内46の郵便局窓口

　地元金融機関や民間企業などと連携した、官民共
創の新会社「めぶくグラウンド」が10月6日に設立。デ
ジタル個人認証・めぶくＩＤの発行とデータ連携基盤
の提供により、学びや健康などのさまざまな分野で市
民サービスの向上につなげます。詳しくは同社ホーム
ページをご覧ください。

道の駅まえばし赤城が
市内４番目の道の駅に

もしもの時に家族を助けます
私の人生ノートを活用して

秋元公の功績を顕彰
総社の歴史に思いはせて

自転車で障害物を乗り越えて
前橋シクロクロス大会を開催

1,000円分お得に
郵便局で交通系ＩＣカード販売

官民共創で新会社設立
めぶくグラウンドが始動しました

詳しくはこちら 詳しくはこちら

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-300313



　
８
月
に
米
・
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ

た
車
い
す
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
国
際
大

会
で
、
日
本
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

代
表
選
手
に
は
本
市
在
住
者
も
選
ば

れ
た
。
平
井
さ
ん
と
大
谷
さ
ん
だ
。

２
人
は
平
成
29
年
か
ら
車
い
す
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、
競
技
歴
は
６
年

目
。「
こ
の
競
技
は
大
人
や
子
ど
も
、

性
別
も
関
係
な
く
、
誰
も
が
楽
し
め

る
こ
と
が
魅
力
の
１
つ
」
と
口
を
そ

ろ
え
る
。

　
平
井
さ
ん
は
「
２
歳
の
頃
に
遭
っ

た
交
通
事
故
で
車
い
す
生
活
に
な
り

ま
し
た
。
手
に
も
障
害
が
あ
っ
て
、

遠
く
ま
で
打
て
ま
せ
ん
。
そ
の
分
速

く
走
れ
る
よ
う
に
、
練
習
で
は
走
り

込
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
語

る
。「
私
は
中
３
ま
で
野
球
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
病
気
で
車
い
す
生
活

に
な
っ
て
諦
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

い
き
い
き

ま
え
ば
し
人

車
い
す
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
国
際
大
会
で
優
勝

平
井 

修
さ
ん
・
43
歳
（
右
）

上
新
田
町

大
谷 

颯
さ
ん
・
27
歳
（
左
）

上
小
出
町
二
丁
目

日
本
代
表
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

C I T Y  W A T C H I N G

ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
選
手
と
し
て
プ

レ
ー
で
き
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
大
谷
さ
ん
が
続
け
る
。

　
２
人
は
「
代
表
選
手
に
再
び
選
ば

れ
る
こ
と
と
、
国
際
大
会
の
２
連
覇

が
当
面
の
目
標
」
と
意
気
込
む
。

　
「
日
本
代
表
と
し
て
結
果
を
出
す

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
車
い
す
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
広
め
る
こ
と
も
使
命
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
大
谷
さ
ん
。

　
平
井
さ
ん
は
「
私
は
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
と
し
て
収
入
を
得
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
障
害
が
あ
っ
て
も
、
頑

張
れ
ば
日
本
代
表
に
だ
っ
て
な
れ
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
、
同
じ

境
遇
に
あ
る
人
の
励
み
に
な
れ
た
ら
」

と
目
を
細
め
る
。

　
競
技
人
口
の
増
加
や
、
や
が
て
は

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
競
技
採
用
を

目
指
し
て
、
２
人
の
活
躍
は
続
く
。

☎０２７-８９８-６１３３

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
病
気
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
、
自
分
ご
と
と
し
て
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

で
す
。

　
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で

あ
る
９
月
21
日
を
中
心
に
、
全
国
各
地

で
認
知
症
の
啓
発
の
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
臨
江
閣
の

オ
レ
ン
ジ
（
認
知
症
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
）
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
市
立
図
書

館
で
の
認
知
症
関
連
著
書
の
特
設
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
、
県
認
知
症
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
・
あ
か
ぎ
団
に
よ
る
認
知
症
の
人
へ

の
対
応
の
心
得
を
紹
介
す
る
動
画
公
開

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
９
月
17
日
に
は
認
知
症
普
及
啓
発
講

演
会
「
認
知
症
～
私
の
見
え
て
い
る
世

界　
あ
な
た
の
見
て
い
る
世
界
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
生
配
信
し
、
書
籍
「
認
知

症
世
界
の
歩
き
方
」
の

制
作
に
携
わ
っ
た
青
木

佑
さ
ん
が
講
演
し
ま
し

た
。
認
知
症
の
人
が
見

て
い
る
世
界
の
イ
メ
ー

ジ
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
紹
介
。
認
知

症
の
人
が
抱
え
る
不
安
を
よ
り
具
体
的

に
想
像
し
、
自
身
に
置
き
換
え
て
考
え

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
あ
か
ぎ
団
・
礒
干
彩
香
さ
ん
を

司
会
に
、
福
祉
の
現
場
で
活
躍
す
る
登

壇
者
よ
り
、
日
頃
の
経
験
か
ら
活
発
な

意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「「
認
知
症
に
な
る
と
、
話
す
内
容
も
認

知
症
の
こ
と
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま

う
。
人
と
人
と
し
て
の
話
が
し
た
い
」

と
い
う
認
知
症
の
人
の
言
葉
が
、
深
く

心
に
残
っ
て
い
る
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
誰
も
が
そ

の
人
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
認

知
症
の
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
周
り
の
人

が
で
き
る
支

援
に
つ
い
て
、

当
事
者
と
と

も
に
考
え
て

い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る

と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
投
げ

か
け
ら
れ
ま

し
た
。

Vol.4
アルツハイマー月間

認知症ケアパス
認知症に関する情報
を掲載しています

問長寿包括ケア課

青木佑さん、三和会・三俣和哉さん、介護福祉系
YouTuber・髙橋まちゃぴろさんによるトークディ
スカッション

広報まえばし　11月号 14



市民のまつり引き継ぐ

赤城山で健脚競い合う

前橋の歴史ひもといて

　９月25日、まえばし赤城山ヒ
ルクライム大会を開催しました。
約1,700人の参加者が県前橋合
同庁舎をスタート。ゴールの赤
城山総合観光案内所まで全長
20.8km、標高差1,313ｍを駆
け上がる中、沿道からは３年ぶ
りのリアルレースに拍手や声援
が送られました。

　前橋藩主松平大和守家顕彰祭
を９月23日から10月２日まで開
催しました。期間中は臨江閣で
松平家家宝など貴重な刀剣類や
資料を展示。最終日には松平家
の名宝・式部正宗の復元記念講
演会や前橋藩に扮

ふん
した川越藩火

縄銃鉄砲隊による演武を楽歩堂
前橋公園で実施しました。

　10月８日・９日に４年ぶり
のリアル開催となる前橋まつり
を開催しました。立川町大通り
周辺では、だんべえ踊りや鼓笛
吹奏楽パレード、みこしなどを
実施。例年と比べて規模は縮小
し開催したものの、２日間とも
多くの人々が参加し、伝統の祭
りを後世へ引き継ぎました。

クローズアップ
CLOSE UP

C I T Y  W A T C H I N G

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-300315



窓 口
業務時間

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

     

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー    

10
時
〜
19
時

時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

児
童
虐
待
は
重
大

な
人
権
侵
害
で

す
。
虐
待
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
が
周
り

に
い
た
ら
、
迷
わ
ず
次
の
相
談
先
や
地
域

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
匿
名
で
も
可
能
で

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
先
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

課
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
２
、
児

童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
悩
み
相
談
し
て

　
家
事
や
家
族
の
世
話
を
通
常
の
手
伝
い

の
範
囲
を
超
え
て
日
常
的
に
し
て
い
る
子

ど
も
を
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
捉
え
て
い

ま
す
。
年
齢
や
成
長
の
度
合
い
に
合
わ
な

い
重
い
責
任
を
負
う
こ
と
で
、
学
業
な
ど

に
支
障
が
生
じ
た
り
子
ど
も
ら
し
い
生
活

が
送
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
問
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
・
悩

ま
せ
な
い
た
め
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
が
周
り
に
い
た
ら
、
次

の
相
談
先
や
学
校
な
ど
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
は
匿
名
で
も
可

能
で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
先
＝
子
育
て
支
援
課 

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
２

旬
～
来
年
１
月
中
旬
（
土
日
曜
・
年
末
年

始
休
業
日
を
除
く
）

場
市
役
所
農
政
課

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
０
２

互
い
に
認
め
合
う
社
会
を
目
指
し
て

　
12
月
３
日
㈯
か
ら
９
日
㈮
ま
で
は
障
害

者
週
間
。
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

互
い
に
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
は
障
害
者
の

尊
厳
を
脅
か
し
、
自
立
や
社
会
参
加
を
妨

げ
ま
す
。
養
護
者
や
福
祉
施
設
の
職
員
、

使
用
者
に
よ
る
暴
力
や
暴
言
な
ど
の
行
為

に
気
付
い
た
ら
、
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
２

２
）
に
通
報
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
関
連
資
料
と
福
祉
施
設
の
製
品
展
示

時
11
月
25
日
㈮
～
12
月
２
日
㈮
（
２
日

㈮
は
13
時
ま
で
）

場
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
４

児
童
虐
待
に
気
付
い
た
ら
連
絡
を

　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
。
身

体
的
・
性
的
・
心
理
的
に
傷
つ
け
た
り
、

ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
し
た
り
す
る

お
知
ら
せ

氷
河
期
世
代
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

　
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
ま
え
ば
し
で
は
、
市

内
在
住
の
お
お
む
ね
36
歳
か
ら
51
歳
ま
で

の
人
を
対
象
に
、
就
職
支
援
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
専
門
家

に
よ
る
適
職
診
断
や
能
力
開
発
な
ど
の
就

職
相
談
の
ほ
か
、
各
種
講
座
や
資
格
取
得

支
援
な
ど
、
就
職
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
就
職
後
も
職
場
定
着

に
向
け
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
参
加
に
は

ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
ま
え
ば
し
の
登
録
が
必

要
。
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
平
日
９
時
～
17
時

●
就
職
支
援
講
座

時
11
月
～
来
年
３
月
、
19
時
～
20
時
30
分

場
同
セ
ン
タ
ー

対
お
お
む
ね
36
歳
～
51
歳
の
人

申
各
講
座
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
５
２
‐
０
５
０
０

高
校
進
学
希
望
者
に
奨
学
金
貸
与

　
高
校
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
、
経

済
的
不
安
の
あ
る
中
学
生
に
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
の
最
短

修
業
年
限

対
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
在
住
の
中
学

生
、
若
干
人
（
選
考
）。
❶
品
行
方
正
、

身
体
健
全
、
学
業
優
秀
❷
高
校
（
高
専
）・

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
進
学
を
希
望
❸

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
❹
ほ
か
に

奨
学
金
の
貸
与
・
給
付
を
受
け
て
い
な
い

貸
与
月
額
＝
〈
国
公
立
〉
１
万
２
，
０
０

０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０
０
円

返
還
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月
～
10
年
間
で

年
４
期
に
分
け
て
返
還
（
無
利
子
で
、
一

括
・
繰
り
上
げ
返
還
可
。
大
学
・
短
大
な

ど
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
場
合
は
、
在
学

期
間
中
の
返
還
延
期
あ
り
）

申
12
月
９
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
中
学
校

へ
直
接

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
１
５

農
振
計
画
変
更
案
を
縦
覧

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
変
更
。
４

月
に
受
け
付
け
た
農
振
除
外
の
個
別
申
し

出
に
伴
う
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
〈
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
〉
11
月
下

旬
～
12
月
下
旬
〈
異
議
申
し
出
〉
12
月
下

く
ら
し
の
情
報
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も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
に
納
め
る

こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
免
除
制
度
も
あ

り
ま
す
。

●
年
金
記
録
は
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
確
認

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
活
用
で
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
年
金
記
録
の
確
認
や
年

金
見
込
額
の
試
算
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
前
橋
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
１
７
０
６

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
や
仕
事
、家
庭
、

近
隣
間
の
悩
み
事
な
ど
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

時
12
月
９
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

場
中
央
公
民
館
５
０
８
学
習
室
、
宮
城
・

富
士
見
公
民
館

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
１
７

女
性
の
人
権
相
談
を
強
化

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

に
伴
い
、電
話
相
談
窓
口（
☎
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
８
１
０
）
の
受
付
時
間
を
延

長
。
相
談
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

女
性
へ
の
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
11
月
12
日
㈯
か
ら
25
日
㈮
ま
で
は
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す
。

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
人
身
取
引
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
は
、
人
権
を
侵
害
す
る
決

し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
間

中
は
日
本
ト
ー
タ
ー
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前

橋
と
臨
江
閣
を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
紫
色

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

問
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
２
４

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

11
月
30
日
は
年
金
の
日
。
国
民
年
金

は
、
働
く
世
代
が
高
齢
者
世
代
を
支
え
る

世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
た

と
き
や
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
あ
な
た
や
家
族
を
支
え
ま
す
。
こ
れ

ら
の
利
点
を
受
け
る
に
は
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
保
険
料
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で

直
接
納
め
ら
れ
る
ほ
か
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
納
付
方
法

員
が
対
応
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

時
11
月
18
日
㈮
～
24
日
㈭
、
８
時
30
分
～

19
時
（
土
日
曜
・
祝
日
は
10
時
～
17
時
）

問
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
４
６
６

犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
に
理
解
を

　
11
月
25
日
㈮
か
ら
12
月
１
日
㈭
ま
で
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。警
察
や
市
で
は
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
へ
の
支
援

活
動
を
民
間
団
体
と
連
携
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
活
動
に
関
す
る
展
示

を
実
施
し
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭
、
10
時
～
18
時

場
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
２
階
中
央
ブ
リ

ッ
ジ
（
文
京
町
二
丁
目
）

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
３
９

災
害
に
備
え
訓
練
放
送
を
実
施

　
国
民
保
護
情
報
を
想
定
し
た
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
本

市
で
は
防
災
行
政
無
線
と
防
災
ラ
ジ
オ
か

ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。
実
際
の
災
害

と
間
違
え
な
い
よ
う
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

時
11
月
16
日
㈬
11
時

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
３
５

ようこそ
市長室へ

HP

市長コラム
Mayor's  Column

　明治維新になり、生糸によって栄えた前橋は、横浜、
水戸、東京に次いで、関東で４番目に市になりました。
そして、この130年の間、昭和恐慌や戦争、ドル・ショッ
ク…さまざまな危機に見舞われましたが、その時々の市
民の力により乗り越えてまいりました。
　そして今、人口減少やエネルギー価格の高騰、そして
景気の低迷など、新たな危機に直面しております。しかし、
前橋は必ず乗り越えられるはずです。市民の和がそれを
可能にしてくれるはずです。

　手をつなぎ　明日へ向かって　歩む道
　明日は今日より　幸多きなり
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時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

と
日
本
庭
園
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
ま
す
。な
お
、

期
間
中
の
日
本

庭
園
の
開
放
は

あ
り
ま
せ
ん
。

時
〈
紫
色
〉
11

月
12
日
㈯
、
11

月
17
日
㈭
～
20

日
㈰
〈
青
色
〉

11
月
14
日
㈪
〈
赤
色
〉
11
月
27
日
㈰
～
12

月
３
日
㈯

問
観
光
政
策
課

☎
０
２
７
‐
２
５
７
‐
０
６
７
５

公
民
館
運
営
審
議
会
の
傍
聴

時
11
月
10
日
㈭
14
時
～
15
時
30
分

場
中
央
公
民
館
５
０
１
学
習
室

対
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
13
時
30
分
～
14
時
に
会
場
へ
直
接

問
同
館

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

時
11
月
15
日
㈫
14
時

場
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
２
階
22
会
議
室

対
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
13
時
30
分
～
50
分
に
会
場
へ
直
接

問
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
０
２

こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
の
計
量
器
に
目

を
向
け
て
く
だ
さ
い
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
２
‐
３
２
６
０

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た

　
本
市
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ

ウ
ン
ト
が
新
た
に
４
つ
加
わ
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
が
「
前
橋
市
生
涯
学
習
課
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」を
、健
康
増
進
課
が「
前

橋
市
健
康
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
を
、
救
急

課
が
「
前
橋
市
消
防
局
救
急
課
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
」
を
、
公
園
管
理
事
務
所
が
「
前

橋
市
公
園
管
理
事
務
所
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」

を
開
設
。
詳
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
８

健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
８

救
急
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
１
３

公
園
管
理
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
２
５
‐
２
１
１
６

臨
江
閣
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期

間
と
世
界
早
産
児
デ
ー
に
合
わ
せ
紫
色
に
、

世
界
糖
尿
病
デ
ー
に
合
わ
せ
青
色
に
、
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
赤
色
に
臨
江
閣

お
知
ら
せ

都
市
計
画
の
決
定
と
関
係
図
書
縦
覧

　
次
の
都
市
計
画
が
決
定
。
関
係
図
書
を

縦
覧
し
ま
す
。

内
容
＝
❶
前
橋
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変

更
（
富
田
地
区
ほ
か
１
地
区
の
変
更
）
❷

前
橋
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
（
富
田

地
区
の
変
更
）
❸
前
橋
都
市
計
画
地
区
計

画
の
変
更
（
北
代
田
町
東
地
区
の
決
定
）

縦
覧
場
所
＝
県
庁
都
市
計
画
課
、
市
役
所

都
市
計
画
課

問
市
都
市
計
画
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
３

平
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
点
検
し
て

　
緊
急
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
正
常
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
設

置
者
は
日
頃
か
ら
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

機
器
の
状
態
を
示
す
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
の
表

示
は
日
常
的
に
確
認
が
必
要
。
電
極
パ
ッ

ド
や
バ
ッ
テ
リ
に
は
使
用
期
限
や
寿
命
が

あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
に
も
耐
用
年
数
が
あ

り
ま
す
。
消
耗
品
の
交
換
な
ど
、
詳
し
く

は
購
入
店
や
製
造
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
保
健
総
務
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
１

最
低
賃
金
が
改
正

　
県
内
で
働
く
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
、
時
間
額
８
６

５
円
か
ら
８
９
５
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
群
馬
労
働
局

☎
０
２
７
‐
８
９
６
‐
４
７
３
７

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
整
備

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の

収
益
金
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実

施
。
今
回
は
堀
越
町
自
治
会
が
、
公
民
館

新
築
費
用
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

問
生
活
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
７

11
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

　
暮
ら
し
の
安
全
の
た
め
に
は
、
質
量
計

や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
メ
ー
タ
ー
、
体
温

計
、
血
圧
計
、
ガ
ソ
リ
ン
メ
ー
タ
ー
な
ど

の
計
量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
11
月
は
計
量
強
調
月
間
。
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大
胡
総
合
運
動
公
園
か
同
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で

申
❶
❷
は
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
に

記
入
し
、
ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
（
☎

０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
９
０
０
）
❸
❹
❺

は
11
月
４
日
㈮
～
25
日
㈮
に
申
込
書
に
記

入
し
、❸
❹
は
宮
城
体
育
館（
☎
０
２
７
‐

２
８
３
‐
８
７
３
５
）
へ
直
接
❺
は
大
胡

総
合
運
動
公
園
（
☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐

４
０
５
５
）
へ
直
接

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　
11
月
９
日
㈬
か
ら
15
日
㈫
ま
で
秋
の
火

災
予
防
運
動
を
実
施
。
火
災
の
多
く
な
る

季
節
を
迎
え
る
前
に
、
命
を
守

る
た
め
の
習
慣
や
対
策
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
４
つ
の
習
慣

　
❶
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
❷
ス
ト
ー
ブ
は

燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
す
❸
こ
ん
ろ
を

使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
❹
コ

ン
セ
ン
ト
は
定
期
的
に
清
掃
し
、
不
必
要

な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

●
６
つ
の
対
策

　
❶
火
気
器
具
は
安
全
装
置
の
付
い
た
も

の
を
使
用
す
る
❷
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
❸
防
炎
品
を
使
用
す
る
❹
家
庭

用
消
火
器
を
設
置
す
る
❺
高
齢
者
は
避
難

経
路
を
確
認
し
て
お
く
❻
地
域
ぐ
る
み
の

防
火
対
策
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

富
士
見
地
区
地
域
懇
話
会
の
傍
聴

時
11
月
17
日
㈭
10
時

場
富
士
見
支
所

対
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
９
時
30
分
～
50
分
に
会
場
へ
直
接

問
同
所

☎
０
２
７
‐
２
８
８
‐
２
２
１
１

給
水
管
の
漏
水
は
修
理
を

　
漏
水
修
理
は
、
配
水
管
か
ら
メ
ー
タ
ー

ま
で
は
一
部
の
場
合
を
除
い
て
水
道
局
が

実
施
し
、宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
下
流
側
は
、

利
用
者
負
担
で
す
。
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
休
日
の
指

定
事
業
者
は
左
表
の
と
お
り
。
悪
質
な
水

道
修
理
業
者
や
同
局
職
員
を
装
っ
た
悪
質

な
訪
問
販
売
、詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
整
備
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
０
３
３

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
調
整
会
議

　
来
年
度
の
体
育
施
設
利
用
調
整
会
議
を

開
催
し
ま
す
。
次
の
組
成
で
大
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
団
体
は
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

施
設・
時
12
月
10
日
㈯
〈
❶
王
山
運
動
場・

三
俣
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
パ

ー
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
北
部
運
動
場
・
清
里
方

面
運
動
場
・
登
利
平
桃
ノ
木
川
グ
ラ
ン

ド
・
富
士
見
総
合
グ
ラ
ン
ド
〉
10
時
〈
❷

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
〉
13
時
30
分
、

12
月
17
日
㈯〈
❸
宮
城
体
育
館
〉10
時〈
❹

ロ
ー
ド
宮
城
総
合
運
動
場
多
目
的
広
場
・

陸
上
競
技
場
・
粕
川
西
部
運
動
場
高
橋
建

築
設
計
事
務
所
元
気
広
場
・
千
本
桜
野
球

場
〉
13
時
〈
❺
大
胡
体
育
館
〉
11
時
30
分　

場
❶
❷
は
ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
❸
❹

❺
は
宮
城
体
育
館

申
込
書
の
配
布
＝
❶
❷
は
ヤ
マ
ト
市
民
体

育
館
前
橋
か
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
❸
❹
は

宮
城
体
育
館
か
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
❺
は

寝
室
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
、
火
災
か
ら
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。設
置
し
て
あ
る
場
合
は
、

電
池
切
れ
や
故
障
を
確
認
す
る

た
め
、
定
期
的
に
点
検
し
て
く

だ
さ
い
。

●
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
決
定

　
小
中
学
生
が
描
い
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
。
最
優
秀
賞
作
品
は
本
市
の

消
防
局
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し
て

市
内
に
掲
出
し
ま
す
。

問
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
０
７

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
協
力
を

　
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
を
実

施
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域
で
子
ど

も
を
支
援
す
る
団
体
な
ど
の
年
末
・
正
月

行
事
や
地
域
福
祉
活
動
事
業
へ
配
分
し
ま

す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
12
月
16
日
㈮
ま
で

問
県
共
同
募
金
会
前
橋
市
支
会

☎
０
２
７
‐
２
３
７
‐
１
１
４
２

休日の水道局指定給水工事事業者

期日 事業者

11月３日㈭

東邦設備工業(天川原町一丁目)
☎027-223-5501

石橋設備工業(苗ヶ島町)
☎027-283-4455

11月６日㈰

福島工業(総社町高井）
☎027-251-6672

誠興設備工業(富士見町米野)
☎027-289-0006

11月13日㈰

狩野設備(西善町）
☎027-266-1217

大澤設備工業(横沢町）
☎027-283-5123

11月20日㈰

横山設備(上泉町）
☎027-212-6040

誠興設備工業(富士見町米野)
☎027-289-0006

11月23日㈬

タナカ管業(朝倉町一丁目）
☎027-290-3330

志村工業（滝窪町）
☎027-283-5370

11月27日㈰

鎌塚設備(西片貝町二丁目)
☎027-221-0213

誠興設備工業(富士見町米野）
☎027-289-0006

【最優秀賞】
木瀬中１年・櫻庭 美羽さん
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時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

も
掲
載
し
ま
す
。

時
11
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮

場
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
生
活
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
６

税
の
作
文
入
賞
作
品
を
展
示

　
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
の
入
賞

作
品
の
一
部
を
展
示
。
県
庁
会
場
で
は
、

高
校
生
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

時
❶
11
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮
❷
11
月
11

日
㈮
～
16
日
㈬

場
❶
は
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
❷
は

県
庁
１
階
南
側
県
民
ホ
ー
ル

問
収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
２
６

女
性
起
業
家
の
た
め
の
交
流
会

　
女
性
の
起
業
を
応
援
す
る
た
め
、
ま
え

ば
し
女
子
会
を
開
催
。
今
回
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
集
客
方
法
の
講
座
や
ヘ
ッ
ド

ス
パ
体
験
、
美
容
と
健
康
の
話
、
農
業
女

子
の
創
業
体
験
談
を
実
施
し
ま
す
。

時
11
月
26
日
㈯
13
時
～
17
時

場
創
業
セ
ン
タ
ー

対
起
業
に
興
味
が
あ
る
か
起
業
後
間
も
な

い
女
性
、
先
着
10
人　

￥
５
０
０
円

申
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
６
６
６
へ

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
１
７

と
き
め
き
ス
ポ
ー
ツ
婚
活
で
縁
結
び

時
12
月
11
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分

場
し
ん
し
ん
大
渡
体
育
館

対
県
内
在
住
で
25
歳
～
39
歳
の
独
身
男

女
、
各
15
人
（
抽
選
）

￥
２
，
０
０
０
円

申
12
月
１
日
㈭
ま
で
に
ま
ち
づ

く
り
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

問
同
社

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
４
７
６
４

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
を
展
示

　
交
通
安
全
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
作
品
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

時
❶
11
月
7
日
㈪
～
11
日
㈮
❷
11
月
26

日
㈯
～
12
月
11
日
㈰

場
❶
は
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
❷
は

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

問
交
通
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
６
３

平
和
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
を
展
示

　
本
年
度
の
市
平
和
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

を
展
示
。
作
品
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

催	

し

臨
江
閣
で
茶
の
嗜
み
と
縁
結
び

　
抹
茶
の
魅
力
を
探
り
な
が
ら
お
点
前
を

堪
能
し
、
異
性
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
講
座
も
あ
り
ま
す
。

時
12
月
10
日
㈯
13
時
～
16
時

場
臨
江
閣

対
20
歳
代
～
お
お
む
ね
30
歳
代
の
独
身

者
、
男
女
各
10
人
（
抽
選
）

￥
男
性
３
，
０
０
０
円
、
女
性
２
，
０
０

０
円

申
11
月
25
日
㈮
ま
で
に
メ
ー
ル
で
。
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
載
し
、

前
橋
の
地
域
若
者
会
議m

iddle

縁
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

ennkastu@
ya

hoo.co.jp

へ

問
同
団
体
・
池
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
９
８
２
２
‐
０
２
９
１

独
身
男
性
向
け
結
婚
相
談
会

　
結
婚
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

と
個
別
相
談
会
を
開
催
。
な
お
、
相
手
を

紹
介
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
12
月
４
日
㈰
14
時
～
16
時

場
中
央
公
民
館

対
市
内
・
玉
村
町
・
吉
岡
町
・
渋
川
市

に
在
住
・
在
勤
の
30
代
～
50
代
の
独
身
男

性
、
10
人
（
抽
選
）

申
11
月
22
日
㈫
ま
で
に
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
の
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
で

障害者施策推進のため
生活のしづらさを調査

　障害者施策推進の基礎資料とするため、在
宅の障害児・者など（難病等患者やこれまでの
法制度では支援の対象にならない人を含む）の
生活実態とニーズの把握を目的とした調査を
実施。調査員が訪問します。12月１日㈭を調
査日とし、該当する人は郵送で回答してくだ
さい。
対全国5,363国勢調査区のうち厚生労働省が
無作為に抽出した調査地区（市内14地区）に
住む、障害者手帳を持つ人や慢性疾患などの
長引く病気やけがなどにより生活のしづらさ
が生じている人など
問 障害福祉課
☎027-220-5713
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発
表
〉
合
唱
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、吹
奏
楽
、

少
年
の
主
張
な
ど
〈
展
示
発
表
〉
絵
画
、

立
体
作
品
、
手
芸
作
品
、
学
校
自
慢
写
真

な
ど
〈
合
同
開
催
〉
図
工
美
術
作
品
展
、

こ
ど
も
図
書
館
「
リ
レ
ー
お
は

な
し
会
」

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
６
５

み
ん
な
で
楽
し
む
フ
ェ
ス
タ

　
み
ん
な
の
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
。
市
内
を

拠
点
に
活
動
す
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
が
、

音
楽
活
動
や
踊
り
な
ど
を
ス
テ
ー
ジ
発
表

し
ま
す
。
作
品
展
示
や
車
い
す
、
点
字
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

時
12
月
３
日
㈯
〈
作
品
展
示
、
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
〉
10
時
～
16
時
〈
ス
テ
ー
ジ

発
表
〉
13
時
30
分
～
16
時

場
第
二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１

市
民
の
茶
席

時
11
月
15
日
㈫
10
時
～
15
時

場
中
央
公
民
館
３
階
ホ
ワ
イ
エ

￥
３
０
０
円

問
前
橋
茶
道
会
・
今
井
宗
睦
さ
ん

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
１
３
１
４

若
者
の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会

　
若
者
を
対
象
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
オ
ン
ラ
イ
ン

の
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
。
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
ツ
ー
ル
・
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
を

活
用
し
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
作
成
し
た
会
場
で
、

企
業
と
つ
な
が
る
就
職
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

県
内
企
業
25
社
程
度
が
参
加
し
ま
す
。

時
11
月
25
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

対
来
年
３
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の

新
卒
、
既
卒
３
年
以
内
の
人
、

概
ね
40
歳
代
前
半
ま
で
の
就
職

を
希
望
し
て
い
る
人

申
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
ま
え
ば
し

☎
０
２
７
‐
２
５
２
‐
０
５
０
０
へ

幅
広
い
世
代
の
就
職
を
支
援

　
市
内
で
就
職
し
た
い
人
を
対
象
に
、
市

内
企
業
20
社
程
度
が
参
加
す
る
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
。
氷
河
期
世
代
や
シ
ニ
ア

世
代
も
参
加
で
き
ま
す
。

時
11
月
15
日
㈫
13
時
～
16
時

場
日
本
ト
ー
タ
ー
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し

☎
０
２
７
‐
２
９
０
‐
２
１
１
１
へ

グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
日
本
ト
ー
タ
ー
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

時
日
没
～
22
時

●
前
橋
け
い
り
ん

時
〈
場
外
〉
11
月
１

日
㈫
～
６
日
㈰
・
10
日

㈭
～
13
日
㈰
・
17
日
㈭

～
30
日
㈬

問
公
営
事
業
課

☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
２
０
０
０

子
ど
も
た
ち
の
力
作
展
示
し
ま
す

　
図
工
美
術
作
品
展
を
開
催
。
市
立
幼
稚

園
と
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

時
11
月
19
日
㈯
～
21
日
㈪
、
10
時
～
17

時
30
分
（
21
日
㈪
は
15
時
30
分
ま
で
）

場
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
６
４

ま
え
ば
し
学
校
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

　
ま
え
ば
し
教
育
の
日
事
業
と
し
て
、
ま

え
ば
し
学
校
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
。
市
内
の

小
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校
、
幼
稚
園
、

市
立
高
校
の
幼
児
児
童
生
徒
が
、
日
頃
の

各
種
文
化
活
動
を
発

表
、
展
示
し
ま
す
。

時
11
月
19
日
㈯
・
20

日
㈰
、
10
時
～
16
時

場
前
橋
プ
ラ
ザ
元

気
21

内
容
＝
〈
ス
テ
ー
ジ

　昭和初期の社会活動家・伊藤千代子の生涯を劇映画した本作。大正14年に制定された
治安維持法による思想言論弾圧と闘い、24歳という若さでこの世を去った千代子の壮絶
な人生を描いています。政府に都合の悪い思想や言論を徹底的に弾圧することの恐ろし
さと政府という巨大な統治機構に立ち向かう若き女性の強さを感じることができます。
弾圧により投獄されても戦争反対を貫き通した彼女の意思を感じてほしいと思います。�
（支配人・日沼 大樹）

前橋シネマハウス支配人のおすすめ作品
「わが青春つきるとも　伊藤千代子の生涯」
（公開期間＝11月26日㈯～12月16日㈮（11月26日㈯は桂壮三郎監督による舞台挨拶を実施））

詳しくは同館ホームペ
ージをご覧ください。問☎０２７‐２１２‐９１２７（火曜休館）

21



時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

対
健
康
な
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

￥
16
歳
以
上
７
０
０
円
（
当
日
は
９
０
０

円
）

申
込
用
紙
の
配
布
＝
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ

課
、
各
支
所・市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー・

市
有
体
育
施
設
で

申
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
に
記
入

し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
郵
便
振
替
で

問
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
４
７
６
４

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
。
月
曜
休
館
）

場
臨
江
閣
別
館

問
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１

水
と
緑
と
詩
の
ま
ち
を
歩
こ
う

　
11
月
23
日
㈬
に
、
楽
歩
堂
前
橋
公
園
を

発
着
点
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

を
開
催
。
参
加
賞
と
記
念
バ
ッ
ジ
、
前
橋

の
天
然
水
「
ア
カ
ギ
ノ
メ
グ
ミ
」
が
も
ら

え
ま
す
。
完
歩
し
た
人
に
は
完
歩
賞
も
。

日
本
市
民
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
認
定
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

受
付
時
間
＝
８
時
～
８
時
50
分

場
楽
歩
堂
前
橋
公
園
内
み
ど
り
の
散
策

エ
リ
ア

催	

し

地
域
の
伝
統
が
一
堂
に

　
市
内
各
地
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
を
各
団

体
が
披
露
し
ま
す
。

時
11
月
26
日
㈯
13
時
～
15
時
40
分

場
臨
江
閣
別
館
２
階
大
広
間

内
容
＝
和
太
鼓
演
奏
（
県
立
勢
多
農
林
高

郷
土
芸
能
部
勢
凜
）、
産
泰
神
社
太
々
神

楽
（
下
大
屋
町
）、
上
泉
の
獅
子
舞
（
上

泉
町
）、
上
州
桂
会
の
屋
台
ば
や
し
（
東

片
貝
町
）

問
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１

城
南
地
区
の
文
化
財
を
め
ぐ
る

　

歩
い
て
め
ぐ
る
文
化
財
探
訪
を
開
催
。

産
泰
神
社
や
大
室
城
跡
な
ど
城
南
地
区
の

文
化
財
を
歩
い
て
巡
り
ま
す
。

時
12
月
11
日
㈰
９
時
30
分
～
12
時
30
分

場
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
大
室
公
園

対
一
般
、
先
着
20
人

申
11
月
９
日
㈬
か
ら
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１
へ

東
消
防
署
で
消
防
車
体
験

　
東
消
防
署
で
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開

催
。
消
防
車
や
ミ
ニ
消
防
車
の
乗
車
、
救

助
訓
練
展
示
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
来
場
者
に
は
、
景
品
と

ヤ
ク
ル
ト
を
配
布
し
ま
す
。

時
11
月
12
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時

問
同
署

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
３
３
９
９

大
胡
城
跡
周
辺
巡
り
ツ
ア
ー

　
大
胡
歴
史
研
究
会
が
大
胡
城
跡
を
中
心

に
名
所
を
案
内
。
参
加
者
は
大
胡
城
跡
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
内
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

時
11
月
20
日
㈰
10
時
～
12
時（
雨
天
中
止
）

場
大
胡
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
（
大
胡
神

社
南
）

対
一
般
、
先
着
20
人

問
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１

新
た
な
発
掘
成
果
を
公
開
し
ま
す

　
昨
年
度
、
市
内
の
遺
跡
発
掘
調
査
で
出

土
し
た
縄
文
土
器
や
古
代
の
土は

師じ

器き

、
須

恵
器
、
灰か
い
釉ゆ
う
陶
器
、
緑り
ょ
く
ゆ
う釉
陶
器
な
ど
の
遺

物
を
臨
江
閣
で
展
示
し
ま
す
。

時
11
月
18
日
㈮
～
27
日
㈰
、
９
時
～
17
時

３年ぶりに開催キングオブパスタ
　「パスタのまち高崎」のナンバーワンを決める
祭典・キングオブパスタ。３年ぶりに、もてな
し広場（高崎市高松町）で開催します。高崎市内
の18店舗が参加。各店が腕を振るったオリジ
ナルメニューを食べ比べてみてください。
時 11月13日㈰10時～ 16時
￥前売り券2,200円（売り切れ次第終了）、当
日券2,500円（5食分ひとつづりのチケット制。
半券が投票券）
問同イベント実行委員会
☎027-323-2868

広報まえばし　11月号 22
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ル
❹
は
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

 募	

集

会
計
年
度
任
用
の
保
健
師
を
募
集

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
育
児
相
談
や
乳
幼
児

健
診
、
窓
口
業
務
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
す

る
非
常
勤
の
保
健
師
を
募
集
し
ま
す
。

対
保
健
師
の
資
格
が
あ
る
人
、２
人（
選
考
）

任
用
期
間
＝
12
月
中
旬
～
来
年
３
月
31
日
㈮

勤
務
時
間
＝
週
37
・
５
時
間

報
酬
＝
月
額
19
万
４
，
４
０
０
円

申
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
資
格
証
明

の
写
し
を
持
参
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子

育
て
支
援
課
（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５

７
０
４
）
へ
直
接
。
後
日
面
接
で
採
用
を

決
定会

計
年
度
任
用
保
健
師
を
募
集

　
特
定
保
健
指
導
な
ど
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
健
事
業
に
従
事
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
保
健
師
資
格
を
持
つ
人
、１
人
（
選
考
）

任
用
期
間
＝
12
月
中
旬
～
来
年
３
月
31
日
㈮

勤
務
時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時（
週
５
日
）

報
酬
＝
月
額
19
万
４
，
４
０
０
円

申
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
と
資
格
証
明
の
写
し
を
添
え
て
、

〒
３
７
１
‐
０
０
１
４
朝
日
町
三
丁
目

36
‐
17
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
国
民
健
康
保

ま
つ
り
で
市
場
を
楽
し
ん
で

　
前
橋
総
合
卸
売
市
場
（
東
片
貝
町
）
で

市
場
ま
つ
り
を
開
催
。
野
菜
や
果
物
、
水

産
物
の
即
売
や
マ
グ
ロ
の
即
売
、
生
花
の

鉢
物
即
売
、福
引
抽
選
会
な
ど
を
し
ま
す
。

時
11
月
20
日
㈰
９
時
～
11
時

問
同
場

☎
０
２
７
‐
２
６
１
‐
３
３
１
１

恒
例
の
大
酉
祭
を
開
催

　

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
大
酉
祭

（
お
酉
さ
ま
）
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

伝
統
の
酉
の
市
や
熊
野
八や

咫た

烏が
ら
す

獅
子
神
楽

伝
承
会
の
疫
病
退
散
奉
納
獅
子
神
楽
、
物

産
特
売
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

時
11
月
４
日
㈮
11
時
～
19
時

場
熊
野
神
社
境
内
（
千
代
田
町
三
丁
目
）

問
前
橋
酉
の
市
祭
実
施
委
員
会
・
大
川

さ
ん

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
５
６
４
４

和
と
か
わ
い
い
も
の
が
集
ま
り
ま
す

　
「
和
の
コ
トAsobi

×
ぐ
ん
ま
か
わ
い

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
。
地
元
の
手

し
ご
と
作
家
に
よ
る
小
物
販
売
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
着
物
の
着
付
け
・
撮
影
を
体
験
で

き
る
「
き
も
の
か
わ
い
い
撮
影
会
」（
８

日
㈫・
９
日
㈬
の
み
）
や
、伝
統
工
芸
「
つ

ま
み
細
工
体
験
」（
４
日
㈮
の
み
）
も
予

約
制
で
同
時
開
催
し
ま
す
。

時
11
月
３
日
㈭
～
６
日
㈰
・
８
日
㈫
・

９
日
㈬

場
臨
江
閣

申
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
の
前

橋
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
で

問
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
２
２
１
１

文
化
協
会

☎
０
２
７-
２
８
９-

６
５
２
１

●
市
民
芸
術
文
化
祭

❶
前
橋
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
11
月
13
日
㈰
13
時
30
分

❷
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
合
同
作
品
展

時
11
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰
、
９
時
～
16

時
（
18
日
㈮
は
13
時
か
ら
、
20
日
㈰
は
15

時
ま
で
）

❸
市
民
音
楽
の
つ
ど
い

時
11
月
27
日
㈰
13
時

❹
漢
詩
発
表
会

時
11
月
27
日
㈰
13
時
30
分

❺
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
12
月
４
日
㈰
13
時
30
分

場
❶
❷
❸
❺
は
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー

険
課
（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１

５
）
へ外

国
語
指
導
助
手
を
募
集
し
ま
す

　
来
年
度
、
市
立
小
中
高
等
学
校
で
英
語

の
授
業
な
ど
を
補
助
す
る
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要

項
な
ど
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
６
４

医
療
的
ケ
ア
看
護
師
を
募
集
し
ま
す

　
学
校
園
で
、
幼
児
児
童
生
徒
の
医
療
的

ケ
ア
や
学
習
・
生
活
支
援
な
ど
を
担
う
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
看
護
師
勤
務
経
験
が
あ
り
、
看
護
師

免
許
を
持
つ
人

任
用
期
間
＝
４
月
か
ら
学
期
ご
と

勤
務
時
間
＝
１
日
４
時
間
以
内
（
週
３
～

４
日
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）

報
酬
＝
１
，
２
７
０
円

問
総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
９
０
９
５
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る
人
〈
バ
タ
フ
ラ
イ
〉
ク
ロ
ー
ル
で
50
㍍

以
上
泳
げ
る
人

￥
各
２
，５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
１
，

２
０
０
円
）
と
施
設
使
用
料

申
11
月
15
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室
名
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
学
年
）・
電

話
番
号（
水
泳
教
室
は
コ
ー
ス・曜
日（
第

２
希
望
ま
で
）・
学
校
名
・
泳
力
も
）
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
８
５
４
大
渡
町
２
‐

３
‐
11
・
し
ん
し
ん
大
渡
温
水
プ
ー
ル
へ

公
共
施
設
の
管
理
計
画
に
意
見
募
集

　
「
前
橋
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
改
訂
版
）」
の
素
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
。
寄

せ
ら
れ
た
意
見
は
本
市
の
考
え
方
と
併
せ

て
各
閲
覧
場
所
で
公
表
し
ま
す
。

時
11
月
7
日
㈪
～
30
日
㈬
（
土
日
曜
・
祝

日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
・
意
見
書
の
配
布
＝
市
役
所
資

産
経
営
課
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支

所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意
見
書
の
提
出
＝
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
所

定
の
用
紙
に
記
入
し
、
各
閲
覧
場
所
へ
直

接
。
ま
た
は
市
役
所
資
産
経
営
課
（
☎
０

２
７
‐
８
９
８
‐
６
６
５
７
）
へ
郵
送
か

フ
ァ
ク
ス
（
０
２
７
‐
２
４
３
‐
６
１
４

４
）、

shisankeiei@
city.m

aebas
hi.gunm

a.jp

で

ス
ポ
ー
ツ

し
ん
し
ん
大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
５
３
‐
７
８
１
１

●
水
泳
教
室

時
来
年
１
月
20
日
㈮
～
３
月
18
日
㈯
の

各
コ
ー
ス
８
回

コ
ー
ス
な
ど
＝
右
下
表
の
と
お
り

対
〈
初
級
〉
ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍
泳
げ
な
い

人
〈
中
級
〉
４
泳
法
で
各
25
㍍
以
上
泳
げ

 募	

集

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
全
日
本
実
業
団
駅
伝
競
走
大
会
（
ニ
ュ

ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
）
な
ど
大
規
模
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
者
に

は
大
会
ご
と
に
案
内
を
送
付
。
定
員
を
超

え
る
場
合
は
抽
選
な
ど
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
課
、

各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
市

有
体
育
施
設
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
申
込
書
に
記
入
し
、
市
役
所

ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
０
２
７
‐
８

９
８
‐
６
９
９
０
）
へ
直
接

ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち
も
会
員
を
募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
宅
で
子
ど
も
の
預
か
り
な
ど
、

育
児
を
手
伝
う
「
ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち
も

会
員
」
を
募
集
。
説
明
会
と
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
で
先
着
５
人
ま
で
未
就

学
児
の
託
児
が
で
き
ま
す
。

時
11
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮
・
17
日
㈭
・

18
日
㈮
、
９
時
10
分
～
16
時

場
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
ま
え
ば
し

対
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
れ
る
、
送
迎
が

で
き
る
人
、
先
着
15
人

申
11
月
７
日
㈪
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
３
９
４
６
（
平
日

９
時
～
17
時
、
水
曜
19
時
ま
で
）
へ

介
護
認
定
調
査
員
で
資
格
を
生
か
す

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
調
査
を
す
る

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
次
の
全
て
を
満
た
す
人
（
選
考
）。
❶
介

護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
、

保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
ち
実
務

経
験
が
あ
る
❷
月
に
20
件
程
度
の
調
査
が

可
能
❸
自
家
用
車
で
調
査
に
行
く
こ
と
が

可
能
❹
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
で
調
査
票
の
作
成
が
で
き
る
❺
調
査

員
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
可
能

報
酬
＝
１
件
当
た
り
４
，
５
０
０
円

申
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
と
資
格

証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
、
市
役
所
介
護

保
険
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３

７
）
へ
直
接

市民スポーツ祭情報

● 合気道演武大会（11月６
日㈰、ヤマト市民体育館前橋）

　詳しくは市スポーツ協
会（☎027-289-0607）に
問い合わせるか、同協会
ホームページをご覧くだ
さい。

しんしん大渡温水プール　水泳教室
コース 曜日・時間 定員

バタフライ 月曜、12時30分～13時40分

各20人

中級者一般 金曜、14時～15時10分

初
級

一般 火曜、12時30分～13時40分
平泳ぎ 水曜、12時30分～13時40分
高年者
（50歳以上） 月火曜、14時～15時10分

レディース 水曜、14時～15時10分

年長～小２ 月火水金曜のいずれか、
15時40分～16時40分

小学生
月火水金曜のいずれか、
17時～18時10分 各30人

土曜、10時30分～11時40分 20人

広報まえばし　11月号 24
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家
の
経
営
論
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈬
・
22
日
㈫
・
12
月
１
日 

㈭
・
７
日
㈬
・
15
日
㈭
の
５
回
、
18
時
30

分
～
20
時
30
分

場
前
橋
商
工
会
議
所
（
日
吉
町
一
丁
目
）

対
起
業
に
興
味
が
あ
る
か
起
業
後
間
も
な

い
学
生
や
社
会
人
、
先
着
20
人

申
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
東
和
銀
行

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
８
５
５
６
へ

冬
に
飾
れ
る
緑
化
講
習
会

　
冬
の
草
花
や
多
肉
植
物
を
使
っ
た
緑
化

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

教
室
名
・
時
〈
❶
冬
の
草
花
を
使
っ
た
ハ

ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
〉
11
月
29
日
㈫
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、
12
月
４
日
㈰
10
時

～
12
時
〈
❷
多
肉
植
物
を
使
っ
た
箱
庭
づ

く
り
〉
12
月
４
日
㈰
14
時
～
16
時

場
敷
島
公
園
門
倉
テ
ク
ノ
ば
ら
園

対
市
内
在
住
で
16
歳
以
上
の
人
、
❶
は
各

20
人
❷
は
26
人
（
各
抽
選
）

￥
各
３
，
０
０
０
円

申
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

問
公
園
緑
地
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
８
４
２

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
学
ん
で

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
備
え
て
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
９
０
０

　
各
種
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

￥
各
４
，
５
０
０
円
（
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体

験
会
は
１
組
９
４
０
円
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
は
個
人
利
用
券
３
１

０
円
）、
幼
児
体
育
は
２
，
２
０
０
円

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

●
の
び
の
び
ス
ト
レ
ッ
チ

時
12
月
16
日
～
来
年
３
月
10
日
の
金
曜

10
回
、
10
時
～
11
時

対
中
学
生
以
下
を
除
く
、各
40
人
（
抽
選
）

●
ダ
イ
エ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

時
12
月
20
日
～
来
年
３
月
７
日
の
火
曜

10
回
、
10
時
～
11
時

対
中
学
生
以
下
を
除
く
女
性
、60
人（
抽
選
）

●
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

時
12
月
20
日
～
来
年
３
月
７
日
の
火
曜

10
回
、
13
時
30
分
～
14
時
30
分

対
中
学
生
以
下
を
除
く
、
50
人
（
抽
選
）

●
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
会

時
11
月
25
日
㈮
19
時
～
20
時
30
分

対
小
１
以
上
の
親
子
、
10
組
（
抽
選
）

●
ヨ
ガ

時
12
月
16
日
～
来
年
３
月
17
日
の
金
曜

10
回
、
13
時
30
分
～
14
時
30
分

対
中
学
生
以
下
を
除
く
、
50
人
（
抽
選
）

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ー
ガ

時
12
月
20
日
～
来
年
３
月
７
日
の
火
曜

10
回
、
10
時
～
11
時

対
中
学
生
以
下
を
除
く
、
80
人
（
抽
選
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

時
11
月
22
日
～
12
月
20
日
・
来
年
１
月
17

日
の
火
曜
６
回
、
13
時
30
分
～
14
時
30
分

対
中
学
生
以
下
を
除
く
女
性
、12
人（
抽
選
）

●
経
験
者
太
極
拳

時
12
月
13
日
～
来
年
３
月
７
日
の
火
曜

10
回
、
10
時
～
11
時
30
分

対
中
学
生
以
下
を
除
く
経
験
者
、
80
人

（
抽
選
）

●
初
心
者
太
極
拳

時
12
月
20
日
～
来
年
３
月
７
日
の
火
曜

10
回
、
13
時
30
分
～
15
時

対
中
学
生
以
下
を
除
く
初
心
者
、
50
人

（
抽
選
）

●
幼
児
体
育

時
12
月
16
日
～
来
年
３
月
17
日
の
金
曜

10
回
、
16
時
30
分
～
17
時
30
分

対
平
成
28
年
４
月
２
日
～
平
成
30
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
、各
20
人
（
抽
選
）

申
以
上
の
11
教
室
は
11
月
15
日
㈫
（
必

着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で（
１
人
１
通
）。

教
室
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
８
１
６
上

佐
鳥
町
４
６
０
‐
７
・
ヤ
マ
ト
市
民
体
育

館
前
橋
へ

講
座
・
教
室

創
業
ス
ク
ー
ル
で
起
業
学
ん
で

　
東
和
銀
行
や
群
馬
大
、
前
橋
工
科
大
な

ど
が
連
携
し
て
産
官
学
金
連
携
の
創
業
ス

ク
ー
ル
を
開
催
。
起
業
に
必
要
な
知
識
の

習
得
や
、
活
躍
し
て
い
る
経
営
者
や
起
業

扱
い
や
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
普
通
救
命
講

習
会
（
成
人
コ
ー
ス
）
を
開
催
し
ま
す
。

時
11
月
20
日
㈰
９
時
～
11
時

場
消
防
局

対
市
内
在
住
か
在
勤
の
中
学

生
以
上
、
先
着
20
人

申
11
月
10
日
㈭
か
ら
救
急
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
１
３
へ

顔
付
き
円
筒
埴
輪
を
作
る
教
室

　
大
室
公
園
に
あ
る
中
二
子
古
墳
出
土
の

顔
付
き
円
筒
埴
輪
を
ミ
ニ
サ
イ
ズ
で
制
作

し
ま
す
。

時
12
月
９
日
㈮
９
時
～
12
時

場
総
社
歴
史
資
料
館

対
18
歳
以
上
、
先
着
15
人

￥
５
０
０
円

申
11
月
10
日
㈭
か
ら
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１
へ

ウ
ク
レ
レ
演
奏
で
ク
リ
ス
マ
ス
を

　
三
ッ
葉
楽
器
・
大
澤
茂
さ
ん
を
講
師
に

ウ
ク
レ
レ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

時
12
月
24
日
㈯
14
時
～
15
時

場
中
央
公
民
館

対
本
市
在
住
の
小
学
生
、
先
着
15
人

申
11
月
25
日
㈮
ま
で
に
下
記
二
次
元
コ

ー
ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

問
同
館

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

25



時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

生
活
に
役
立
つ
知
識
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

　
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
・
時
〈
❶
口
腔
ケ
ア
と
嚥
下
に
つ

い
て
〉
11
月
24
日
㈭
〈
❷
家
じ
ま
い
か
ら

見
え
た
も
の
〉
12
月
８
日
㈭
〈
❸
感
染
症

を
知
ろ
う
〉
12
月
13
日
㈫
、
14
時
～
15
時

30
分

場
前
橋
テ
ル
サ

対
市
内
在
住
の
人
、
先
着
各
50
人

講
師
＝
❶
は
く
ど
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

工
藤
千
佳
子
さ
ん
❷
は
整
理
収
納
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
山
田
千
里
さ
ん
❸
は
群
馬
中
央

病
院
・
宮
前
正
憲
さ
ん

申
11
月
16
日
㈬
ま
で
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
２
‐
３
２
６
０
へ

ア
メ
リ
カ
流
子
育
て
を
知
ろ
う

　
日
米
の
子
育
て
の
違
い
や
英
語
で
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
講
座
を
実
施
し

ま
す
。

時
12
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬
、
10
時
～
11

時
30
分

場
中
央
公
民
館

対
市
内
在
住
で
１
歳
～
３
歳
の
子
ど
も
と

母
親
、
10
組
（
抽
選
）

申
11
月
21
日
㈪
ま
で
に
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
の
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
で

問
同
館

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

目
５
‐
２
・
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
７
７

８
８
）
へ

Ｄ
Ｘ
の
基
本
学
ぶ
起
業
家
向
け
講
座

　
起
業
家
を
応
援
す
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ
推
進

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
中
小
企
業
で
進
め
る

Ｄ
Ｘ
を
基
本
か
ら
学
び
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈬
19
時
～
20
時
30
分

場
創
業
セ
ン
タ
ー

対
起
業
に
興
味
が
あ
る
か
起
業
後
間
も
な

い
人
、
先
着
20
人

講
師
＝
Ｋ
ｉ
ｒ
ａ
ｂ
ａ
代
表
取
締
役
・
堀

口
裕
司
さ
ん

￥
５
０
０
円

申
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
６
６
６
へ

地
元
の
材
料
で
み
そ
作
り

　
地
元
産
の
材
料
を
使
っ
た
、
手
作
り
み

そ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
来
年
１
月
14
日
㈯
～
２
月
23
日
㈭
の

間
で
３
日
間（
申
し
込
み
後
に
日
程
調
整
）

場
粕
川
農
産
物
加
工
施
設

対
市
内
在
住
の
人
。〈
❶
30
㌔
㌘
〉
先
着
70

人
〈
❷
60
㌔
㌘
〉
先
着
30
人

￥
❶
は
８
，
０
０
０
円
❷
は
１
万
６
，
０

０
０
円

申
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
ミ
ツ
ミ
フ
ァ
ー
ム

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
６
７
０
０
へ

講
座
・
教
室

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
応
援
す
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

時
12
月
２
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
総
合
福
祉
会
館

対
一
般
、
30
人
（
抽
選
）

申
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
下
記
二
次
元
コ

ー
ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

問
長
寿
包
括
ケ
ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３

広
報
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
学
ぶ

　
「
○か

×け

△る

展
」
シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
・
パ

ネ
ル
作
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
活
動
を
一

枚
の
パ
ネ
ル
で
伝
え
る
技
術
を
学
び
ま
す
。

作
成
し
た
パ
ネ
ル
は
市
有
施
設
な
ど
で
巡

回
展
示
し
ま
す
（
希
望
者
の
み
）。

時
11
月
21
日
㈪
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー

対
他
の
団
体
と
つ
な
が
る
活
動
を
望
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
活
動

を
し
て
い
る
人

申
11
月
14
日
㈪
ま
で
に
下
記
二
次
元
コ

ー
ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
学
ん
で

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
を
開
催
。
活

動
団
体
の
体
験
談
や
手
品
な
ど
の
実
演
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
学
び
ま
す
。
１
回

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

時
❶
12
月
３
日
❷
10
日
❸
17
日
の
土
曜

３
回
、
13
時
30
分
～
15
時

場
中
央
公
民
館

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、
30
人

（
抽
選
）

内
容
＝
❶
は
講
演
「
人
生
１
０
０
年
時
代

に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
勧
め
」
❷
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
・
体
験
談
❸

は
手
品
の
演
技
・
体
験
・
指
導

申
11
月
22
日
㈫
ま
で
に
下
記
二
次
元
コ

ー
ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

問
生
涯
学
習
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
８

フ
ラ
ン
ス
語
初
級
短
期
講
座

時
来
年
１
月
16
日
～
３
月
６
日
の
月
曜

８
回
、
19
時
～
20
時
30
分

場
中
央
公
民
館

対
一
般
、
30
人
（
抽
選
）

￥
４
，
０
０
０
円
と
会
費
２
，
０
０
０
円

（
別
途
教
材
費
）

申
11
月
22
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
２
３
本
町
一
丁
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明
書
、
個
人
か
ら
譲
り
受
け
た
場
合
は
譲

渡
証
明
書
と
車
台
番
号
が
分
か
る
物
（
廃

車
証
明
書
や
押
し
刷
り
な
ど
）。
廃
車
す

る
場
合
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標
識
交

付
証
明
書

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
４
２

納
税
管
理
人
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
市
内
に

居
所
・
事
務
所
な
ど
を
持
た
な
い
場
合
や
、

市
外
・
海
外
へ
転
出
し
た
場
合
は
、
納
税

管
理
人
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

納
税
管
理
人
と
は
、
納
税
義
務
者
に
代
わ

っ
て
納
税
通
知
書
の
受
領
や
納
税
に
関
す

る
手
続
き
を
す
る
個
人
や
法
人
。
申
告
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
資
産
税

課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
資
産
税
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
１
６

事
業
者
向
け

出
前
講
座
パ
ン
フ
の
広
告
募
集

　
出
前
講
座
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

対
企
業
や
団
体

掲
載
ス
ペ
ー
ス
＝
〈
Ｐ
Ｒ
広
告
〉
縦
４
・

５
㌢
㍍
×
横
８
・
５
㌢
㍍
〈
Ｐ
Ｒ
広
告
・

ス
マ
ホ
教
室
受
講
で
さ
ら
に
活
用

時〈
❶
ス
マ
ホ
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
！（
作

成
あ
り
）〉
12
月
14
日
㈬
10
時
～
12
時 

〈
❷
ス
マ
ホ
で
で
き
る
災
害
対
策
〉
12
月

15
日
㈭
10
時
30
分
～
12
時
30
分
〈
❸
快 

適
な
ア
プ
リ
の
使
い
方
〉
12
月
15
日
㈭ 

14
時
～
16
時
〈
❹
基
礎
を
じ
っ
く
り
学
ぼ

う
！
〉
12
月
19
日
㈪
９
時
～
12
時

場
中
央
公
民
館

対
市
内
在
住
の
人
、
❶
は
15
人
❷
～
❹
は

各
20
人
（
各
抽
選
）

内
容
＝
❶
は
ス
マ
ホ
持
参
❷
❸
は
ス
マ
ホ

を
貸
し
出
し
❹
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
し
出
し

￥
❶
は
３
０
０
円
と
注
文
す
る
印
刷
代
、

ハ
ガ
キ
代
（
１
枚
１
２
０
円
程
度
）

申
11
月
30
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号・希
望
の
コ
ー
ス
（
❶
か
❷
か
❸
か
❹
）

を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
２
３
本
町

二
丁
目
12
‐
１
・
中
央
公
民
館
「
中
公
ス

マ
ホ
教
室
（
12
月
分
）
係
」
へ

問
同
館

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

ス
マ
ホ
の
疑
問
を
解
決
し
よ
う

　
ス
マ
ホ
の
疑
問
・
質
問
を
個
別
相
談
で

き
ま
す
。

時
12
月
16
日
㈮
❶
10
時
～
10
時
30
分
❷
10

時
45
分
～
11
時
15
分
❸
11
時
30
分
～
12
時

場
中
央
公
民
館

対
市
内
在
住
の
人
、
各
５
人
（
各
抽
選
）

内
容
＝
🅐
マ
ッ
プ
・
カ
メ
ラ
の
使
い
方
🅑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
🅒
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
の
使
い
方
🅓
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

使
い
方
🅔
写
真
の
保
存
方
法
🅕
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
ト
ー
ク
な
ど
（
基
本
）
🅖
そ
の
他

￥
３
０
０
円

申
11
月
30
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
。
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
希
望
の
日
時
（
❶
か
❷
か
❸
）、
希
望

の
メ
ニ
ュ
ー
（
🅐
～
🅖
）
を
記
入
し
、
〒

３
７
１
‐
０
０
２
３
本
町
二
丁
目
12
‐

１
・
中
央
公
民
館
「
中
公
ス
マ

サ
ポ
係
」
へ

問
同
館

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

税

原
付
な
ど
の
取
得
や
廃
車
は
申
告
を

　
原
付
（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）
や
、
ト
ラ

ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
耕
作
業

用
小
型
特
殊
自
動
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
の
そ
の
他
の
小
型
特
殊
自
動
車
を
取

得
・
廃
車
し
た
場
合
は
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
申
告
が
必
要
。
市
役
所
市
民
税

課
や
各
支
所
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
ミ

ニ
カ
ー
は
市
民
税
課
の
み
）。
ま
た
、
原
付

は
自
賠
責
保
険
に
入
ら
な
い
と
運
転
で
き

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持
販
売
店
で
購
入
し
た
場
合
は
販
売
証

出
前
講
座
〉
縦
４・５
㌢
㍍
×
横
18
㌢
㍍
、

各
10
枠
程
度

￥
１
枠
１
万
円

申
込
書
の
配
布
＝
前
橋
プ
ラ
ザ

元
気
21
内
生
涯
学
習
課
で
。
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
12
月
２
日
㈮
ま
で
に
前
橋
プ
ラ
ザ
元

気
21
内
生
涯
学
習
課
（
☎
０
２
７
‐
２
１

０
‐
２
１
９
８
）
へ
直
接

検
針
票
で
自
社
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

　
水
道
使
用
量
や
水
道
料
金
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
票
の
裏
面

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
。
給
水
世

帯
約
15
万
２
，
１
０
０
世
帯
に
配
布
し
ま

す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対
企
業
な
ど

掲
載
ス
ペ
ー
ス
＝
検
針
票
裏
面
。
縦
80
㍉

㍍
×
横
65
㍉
㍍
、
１
枠

￥
入
札
に
よ
る
（
最
低
価
格
26
万
円
）

掲
載
期
間
＝
来
年
６
月
上
旬
か
ら
お
お
む

ね
１
年
間

申
込
書
の
配
布
＝
水
道
局
経
営

企
画
課
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
12
月
９
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
に
記
入
し
、

広
告
デ
ザ
イ
ン
原
稿
を
添
え
て
水
道
局
経

営
企
画
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
０

１
５
）
へ
直
接

27



左手のひらの脇で掌を向き合わせて右
手 2指を小さく回す（蒸気機関車の車
輪の動きをイメージ）

旅行①

「赤」
唇を右手人差し指の指先でなぞる

リンゴ

指先をつけて丸めた左手を右手のひら
で包み込むようになでおろす

片手を斜め右上に向かって数回動かす

旅行②

時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

　今回は、旅行とリンゴの手話を紹介します。
　本市公式YouTubeでも手話の紹介動画を公開
しています。

人
権
標
語

優
し
さ
で
　
心
の
壺
は
　
満
た
さ
れ
る

細
井
小
６
年

青
木 

結
愛
さ
ん

寄付

●インテリアshopルーミングプ
ラス＝木製の車いす１台を福祉サ
ービスの充実と本市家具産業の歴
史伝承のために
●環境建設＝ワンタッチテントと
テントウエートを鎌倉中へ
●岸ツギ子さん＝文化財資料（義
太夫見台）を文化財普及活動のた
めに
●こくみん共済coop群馬推進本
部＝火災予防啓発用ステッカー
15万枚を火災予防のために
●太陽の会＝１億円を中心市街地
における民間主体のまちづくりの
推進のために

相談名・問い合わせ 日　時 会　場

法律相談
☎027-898-6100

火曜13時～16時（前週の
木曜８時30分～当日12時
までに電話で予約を。相談
は受け付け順で時間指定は
できません。先着6人まで）

市役所
市民相談提案係
※相談は年度内に
1人1回

行政相談
☎027-898-6100

11月８日㈫
13時～15時

かすかわ老人福祉
センター

11月10日㈭
13時～15時 大胡支所

11月11日㈮
13時～15時

上川淵市民サービス
センター

11月16日㈬
13時～16時

市役所
市民相談提案係

11月18日㈮
13時～15時 宮城支所

11月25日㈮
13時～15時

南橘市民サービス
センター

12月２日㈮
13時～15時

東市民サービス
センター

12月７日㈬
13時～15時 富士見公民館

相談名・問い合わせ 日　時 会　場

公証相談
☎027-898-6100

11月14日㈪
13時～15時 市役所

市民相談提案係
（受け付けは12時30
分から相談終了時間
の15分前まで）

司法書士、土地家屋調査士相談
☎027-898-6100

11月11日㈮
13時～16時

行政書士相談
☎027-898-6100

12月５日㈪
13時～16時

月いち健康相談
☎027-220-5708

11月29日㈫
９時～11時（予約制） 保健センター

精神科医によるこころの相談
☎027-220-5787

11月９日㈬
13時30分～15時(予約制）

市保健所
ひきこもりの相談
☎027-220-5787

11月17日㈭
13時30分～15時（予約制）

心配ごと相談
☎027-237-5006

月曜～金曜、
13時～16時（各予約制） 総合福祉会館

外国人相談
（英語・中国語・ポルト
ガル語・スペイン語）
☎027-243-7788

月曜13時～17時、
木曜９時～13時

市役所
外国人相談窓口

※市民相談（☎027-898-6100）は平日の８時30分～17時15分。家庭児童相談（☎027-223-4148）、母子・父子相談（☎027-220-5701)、DV相談（☎
027-898-6524）、男女共同参画相談（☎027-898-6520）、就学に向けての相談（☎027-210-1234）、消費生活・多重債務相談（☎027-230-1755）
は平日の９時～17時。教育・青少年相談（☎027-230-9090）は平日の10時～17時。自殺予防「群馬いのちの電話」（☎027-221-0783）は９時～24時。
みんなの人権110番（☎0570-003-110）は平日の8時30分～17時15分。

11月の各種無料相談　※�新型コロナウイルス感染症の状況により一部の相談を中止する場合があります。
必ず最新情報を確認してから来場してください。

手話で話そう
問障害福祉課
☎０２７‐２２０‐５７１１
ファクス０２７‐２２３‐８８５６
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おもちゃの図書館クリスマス会
問ボランティアセンター
☎０２７‐２３２‐３８４８

時12月３日㈯13時30分～15時30分
場総合福祉会館
対発達の心配な子どもや小学校低
学年くらいの子どもとその家族
申ボランティアセンターへ

小中学生のスキー教室
問スキー連盟事務局・前原さん
☎０９０‐４０１３‐０２２１

時〈❶小学生スキー教室〉来年１月
７日～21日の土曜３回〈❷ジュニア
スキー教室〉来年１月28日㈯、２月
４日㈯・11日㈯・26日㈰、３月５日㈰
場かたしな高原スキー場（利根郡片
品村）
対❶は市内在住・在学の小３～小
６、先着35人❷は市内在住・在学
の小１～中３、先着25人
申込書の配布＝市スポーツ協会ホ
ームページで
￥１万2,000円とリフト券・レンタ
ルスキー料
申❶は12月10日㈯まで❷は来年１
月６日㈮までに申込書に記入し、ス
キー連盟事務局へファクス（０２７-
２６８-４３４０）で

初心者アイススケート教室
問市スケートクラブ・関口さん
☎０２７‐２３１‐０１５０

時11月15日～来年３月14日の火曜
13回、19時30分～20時30分
場ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセ
ンター・アイスアリーナ（関根町）
対小学生
￥１万2,000円と貸靴代
申11月15日㈫に会場へ直接

ほめて育てるコミュ
ニケーション・トレ
ーニング（ほめトレ）

問子育て支援課
☎０２７‐２２０-５７０２

　怒鳴ったり叩いたりせずに子ども
を育てる方法を学びます。詳しくは
県の結婚・子育てポータルサイトを
ご覧ください。
時11月22日・29日、12月６日の火
曜３回、９時30分～11時30分
場保健センター
対２歳～小６の子を持つ親、先着６人
申11月９日㈬～15日㈫に子育て支
援課へ

軽スポーツフェスティバル 
体験会

問まちづくり公社
☎０２７‐２８９‐４７６４

●トランポリン
時11月20日㈰❶13時30分～14時
30分❷14時30分～15時30分
場ヤマト市民体育館前橋
対小学生、先着各10人
●ボルダリング
時11月20日㈰13時30分～15時
30分
場ヤマト市民体育館前橋
対小学生、先着30人
申以上の２つは11月７日㈪からまち
づくり公社へ

おもちゃの病院
問ボランティアセンター
☎０２７‐２３２‐３８４８

時❶11月13日㈰❷19日㈯❸20日
㈰❹26日㈯❺27日㈰、10時～12時
場❶は南橘市民サービスセンター
❷は宮城公民館❸は総合福祉会館
❹は粕川児童館❺は第二コミュニ
ティセンター（保健センター内）

澤田 采
こ と み

弥ちゃん
横沢町

南雲 耀
よ う た

太ちゃん
亀里町

吉田 日
ひ か な

奏ちゃん
茂木町

小澤 万
ま さ き

咲ちゃん
大前田町

高岡 糸
いと

ちゃん
平和町二丁目

矢島 碧
あ お と

人ちゃん
総社町高井

令和３年４月２日～令和３年８月１日生まれの子の募集記事は、本紙１月号に掲載予定です。
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時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

電話機で詐欺被害の防止を
問消費生活センター
☎０２７‐２１２‐３２６０

●特殊詐欺電話対策装置を無償貸与
　固定電話に後付けできる特殊詐
欺電話対策装置を１世帯１台まで貸
し出します（先着600台）。貸出期
間は原則１年間です。
対本市に住民登録がある市内在住
者で、65歳以上の人
申11月７日㈪から消費生活センタ
ーに電話して仮申請
●購入補助の申請はお近くで
　詐欺被害防止機能が付いた電話
機などの購入補助の申請が、各支
所・市民サービスセンターでもでき
るようになりました。交付は１世帯
１台まで。予算額に達した時点で受
付終了します。
対本市に住民登録がある市内在住
者で、65歳以上の人
対象機種＝次の２つの条件を満た
す新品の固定電話機か電話機に外
部接続して使用する機器本体。❶
着信時に自動で電話相手に警告メ
ッセージを発する機能がある❷通
話内容を自動録音する機能がある
補助額＝購入費の半額（上限5,000
円、100円未満切り捨て）
申購入前に消費生活センターに電
話して仮申請。後日、申請書と案内
を郵送します

赤城少年自然の家
☎０２７-２８７-８２２７

●わくわくクリスマス
　クリスマスクラフトやケーキ作
り、キャンドルナイト、クリスマスビ
ンゴなどを実施します。
時12月10日㈯～11日㈰
対小学生、先着24人
￥7,000円
●ものづくり合宿
　段ボールクラフトや正月クラフ
ト、創作ゲーム、キャンプ飯作り、木
工クラフトなどを実施します。
時12月26日㈪～28日㈬
対小中学生、先着24人
￥１万3,500円
申以上の２つは同館へ

前橋こども図書館
☎０２７‐２３０‐８８３３

　特別整理のため11月７日㈪から
11日㈮までは臨時休館します。詳し
くは市立図書館ホームページをご覧
ください。
●まえばし教育の日事業「おはなし
会」
時11月３日㈭11時～12時
内容＝絵本・大型絵本の読み聞か
せ、紙芝居、手遊びなど
●まえばし学校フェスタ２０２２リ
レーおはなし会
時11月19日㈯・20日㈰、10時30
分～12時
●たこさんとｋｕｋｕさんのワーク
ショップ＆おはなし会
時12月４日㈰10時～12時
場前橋プラザ元気21・１階にぎわい
ホール

児童文化センター
☎０２７‐２２４‐２５４８

●11月のプラネタリウム
時〈平日〉❶15時30分〈土日曜・
祝日〉❷10時30分❸11時30分❹
13時30分❺15時30分
内容＝❶の火木曜と❷❹は星座の
お話「勇者ペルセウスの数奇な運
命」、❶の水金曜と❸❺は天文学シ
リーズ「南の国の星座」
●図画作品展
時❶11月４日㈮～18日㈮❷11月25
日㈮～12月９日㈮
対象校＝❶は荒牧小みやま分校・
桃川・総社・清里・勝山小、南橘中
みやま分校・第六中❷は群大附属
特別支援・群大附属小・若宮・中
川・城東・岩神・敷島小、みずき・第
三中
🅐公開発明教室「ＬＥＤで光るクリ
スマスかざりをつくろう」
時11月26日㈯13時～16時
対市内在住・在学の小１～小６の親
子２人、８組（抽選）
￥１組200円
🅑わくわく教室「親子で協力して、
ラックをつくろう！」
時12月11日㈰13時～15時30分
対市内在住・在学の小１～小６の　
親子２人、８組（抽選）
￥１組400円
申🅐は11月11日㈮🅑は25日㈮（各
必着）までに往復ハガキで（１組１
通）。往信面裏に教室名・郵便番
号・住所・氏名（ふりがな）・学校
名・学年・性別・電話番号・保護者
氏名を記入し、〒３７１‐００１３西
片貝町五丁目８・児童文化センター
「各係」へ
●市民天文教室「ふたご座流星群
を見よう」
時12月10日㈯18時～20時
対一般、先着50人
申11月20日㈰から同センターへ
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冬の感染症に気を付けて
問保健予防課
☎０２７‐２２０‐５７７９

　冬はインフルエンザやノロウイル
スなどの感染症が流行しやすい季
節。空気が乾燥すると、喉や鼻粘膜
のウイルスを防ぐ力が低下し、咳や
くしゃみがより遠くまで飛びます。
外出後や食事前には丁寧にせっけん
で手を洗い、咳やくしゃみの症状が
あるときはマスクをしましょう。ま
た、バランスの取れた食事と十分な
睡眠も心掛けましょう。体調不良を
感じたら、早めに医療機関で受診し
てください。

市民健康講座「お口の健康」 
～輝く歯並び、素敵な笑顔

問健康増進課
☎０２７‐２２０‐５７０８

　大谷歯科医院・大國仁さんを講
師に、小児から大人までの歯並びや
矯正治療を学びます。
時11月24日㈭13時30分
場第二コミュニティセンター（保健
センター内）
対一般、先着40人
申11月17日㈭までに健康増進課へ

介護予防活動ポイント登録
研修会

問ボランティアセンター
☎０２７‐２３２-３８４８

時12月12日㈪13時30分
場総合福祉会館
対市内在住で60歳以上の人
申ボランティアセンターへ

認知症を語るカフェ
問長寿包括ケア課
☎０２７‐８９８‐６１３３

　❶オンラインか❷会場で参加で
きます。
時12月21日㈬13時30分～14時30分
場総合福祉会館
対市内在住で認知症の人とその家
族や認知症支援に関心のある人、
❷は先着12人
申❶は12月12日㈪まで❷は前日ま
でに長寿包括ケア課へ

地域包括支援センター 
出張相談会

問長寿包括ケア課
☎０２７‐８９８‐６２７５

　地域包括支援センターは、高齢
者の総合相談窓口。高齢者が地域
で安心して暮らすため、介護の悩み
や介護保険のサービス、もの忘れに
よる生活の不安など、さまざまな心
配ごとの相談にのります。
時11月24日㈭10時～12時
場パークサイドカフェｉ

い ば し ょ
ｂａｓｈｏ

（朝日町三丁目）
対市内在住の65歳以上の人とその
家族、認知症の心配がある人など

●やさしい介護保険の話～高齢者
が利用できる制度を知ろう
時11月15日㈫11時45分～12時30分

しきしま
☎０２７‐２３３‐２１２１

●いつもの動作が筋トレに!! 
動作別筋トレ
時11月9日㈬13時～14時
対一般、先着20人
申11月2日㈬９時30分から同館へ

☎０２７‐２５２‐３０７７

おおとも

●世代間交流行事「クリスマスジェ
ルキャンドルを作ろう」
時11月26日㈯10時～11時30分
対３歳以上と祖父母（父母でも可）、
先着10組
￥１個500円
申11月12日㈯から同館へ

☎０２７‐２６１‐０８８０
ひろせ

●e-スポーツ体験
時11月14日 ㈪ ～18日 ㈮、10時 ～
15時
対一般、先着各10人
申同館へ

☎０２７‐２８８‐６１１３
ふじみ

老人福祉センター
65歳未満は要入場料（ふじみは60歳未満）

●南京玉すだれ実演 
+キャップアップ体操
時11月21日㈪13時30分～14時30分
対一般、先着14人
申11月10日㈭から同館へ

☎０２７‐２８５‐３８０１
かすかわ

他にもイベントがたくさん。詳しくは各
館へ問い合わせてください。

●ふれあい教室 
「フエルトで小物作り」
時11月18日㈮10時30分～11時30分
対一般、先着15人
申11月4日㈮９時30分から同館へ

☎０２７‐２８３‐８６３３
みやぎふれあいの郷

31



時日時　場場所　対対象　￥費用　持用意する物　申申し込み　問問い合わせ

禁煙チャレンジ塾
問健康増進課
☎０２７‐２２０‐５７８４

時12月14日㈬・15日㈭・来年１月
17日㈫・18日㈬のうち１時間程度
場保健センター
対市内在住・在勤で１カ月以内の禁
煙開始を決意した人
申各開催日１週間前までに健康増
進課へ

健康テレホンサービス
☎０２７‐２３４‐４９７０

　二次元コードから健康相談と過
去の健康情報の検索ができます。
曜日・内容＝〈月曜〉夜中の歯痛
〈火曜〉乳がんの手術‐最近の話題
〈水曜〉糖尿病の運動療法〈木曜〉
機能性ディスペプシア〈金曜〉口腔

くう

ケアはがん治療に欠かせない〈土日
曜〉口と認知症
直接相談タイム（歯科）＝歯科医師
が直接相談。11月10日㈭19時30
分～21時

女性のがん検診は
予約制

問健康増進課
☎０２７‐２２０‐５７８４

　下表のとおり、子宮頸
けい

がん・乳が
ん（甲状腺）の集団検診を実施。全
ての検診で事前の申し込みが必要
です（先着順・定員あり）。当日、自
宅で検温し、発熱や体調不良の場
合は受診を控えてください。
対本年度検診対象者（子宮頸がん
は20歳以上、乳がん（甲状腺）は
40歳 以 上。受診シールが届いた

人）で未受診の人
持受診シール、各500円
●ショッピングモールで検診
　けやきウォーク前橋（文京町二丁
目）で女性医師による子宮頸がん
検診の集団検診を実施。詳しくは
県ホームページをご覧ください。
対本年度検診対象者（20歳以上で
受診シールが届いた人）で未受診の
人、先着100人
持受診シール、500円

　過活動膀
ぼう

胱
こう

とは、「急に尿意を感じて漏れそう
になる」「トイレが近い」「トイレまで我慢できずに
漏れてしまう」などの症状がある病気です。40
歳以上の８人に１人、800万人以上の人にこのよ
うな症状があることが知られています。原因には
骨盤周囲の筋力低下や加齢、前立腺の病気の他、
神経の障害（脳血管障害・パーキンソン病・脊髄

の病気など）があります。治療は、骨盤底筋体
操という簡便なトレーニングや生活指導による行
動療法、内服薬、電気・磁気刺激、膀胱に直接
薬剤を注入する方法もあります。
　過活動膀胱は生活の質に関わる病気です。心
当たりのある人は一人で悩まず、医療機関を受診
してください。また、血尿や痛みを伴う場合、薬
の効果が不十分な場合は、泌尿器科を受診して
ください。

前橋市医師会　周東 孝浩

トイレが近くて悩んでいませんか？

●集団健診（検診）

日程 会場 当日受付時間
子 乳

申込期間 申込先
500円

11月
27日㈰

保健センター 12時45分～15時
〇 〇

11月9日㈬
～16日㈬

健康増進課
☎027-220-5784

28日㈪ 〇 〇

12月 １日㈭ けやきウォーク
前橋

13時～16時 〇 ×
11月20日
㈰まで

県ホーム
ページの
電子申請
で17時～19時30分 〇 ×

来年 
1月

6日㈮ 芳賀市民サービス
センター

13時～14時30分

〇 〇

11月30日
㈬まで

JA前橋市
☎027-261-3832

10日㈫ 南橘市民サービス
センター 〇 〇

11日㈬ 下川淵市民サービス
センター 〇 〇

12日㈭ 総社市民サービス
センター 〇 〇

13日㈮ JA前橋市本所
（富田町） 〇 〇
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市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-3003

診療時間は９時～ 16時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は１日～数日です。

本紙12月号の休日当番医は12月11日㈰から掲載します。

※市外局番は前橋市・高崎市ともに027です。

※11月６日・20日・27日の婦人科は12時まで。13時～18時は産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。
※高崎市の当番診療所は18時まで診療。
※場合によっては発熱患者の対応ができない当番医もあります。

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
11月６日㈰ 荒牧接骨院（荒牧町二丁目）☎027-234-9559 11月23日㈬ はしもと接骨院・鍼灸院（広瀬町一丁目）☎027-289-6033

11月13日㈰ しきしま接骨院（川原町一丁目）☎027-232-0898 11月27日㈰ ひらい接骨院（上新田町）☎027-226-0022

11月20日㈰ 夏目接骨院（日吉町一丁目）☎027-234-2034 12月4日㈰ 平井接骨院（横手町）☎027-265-0008

※
発
熱
が
あ
る
人
は
事
前
に
電
話
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

小児科 内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

11
月
６
日
㈰

おうみこども
クリニック
（児）
総社町総社
☎253-6600

堺堀内科
循環器科医院
（内）

若宮町一丁目
☎231-8056

みやざき内科
クリニック
（内）
元総社町
☎212-5000

はしづめ胃腸と
内科のクリニック
（内）

朝倉町三丁目
☎257-0546

深沢整形外科

（整）
西片貝町三丁目
☎220-5277

狩野脳神経外科
医院

（脳外）
上泉町

☎269-5454

松
※
原医院

（婦）
高崎市新保町
☎353-4103

清水耳鼻咽喉科

（耳鼻）
高崎市京目町
☎353-4533

沼賀眼科医院

（眼）
高崎市相生町
☎327-1270

11
月
13
日
㈰

戸所小児科医院

（児）
総社町二丁目
☎253-2351

前橋北病院

（内）
下細井町
☎235-3333

つちや内科
クリニック
（内）

小相木町一丁目
☎256-7770

豊田内科医院

（内）
上小出町一丁目
☎234-1223

けやき
クリニック
（外）
天川町

☎263-1018

園田整形外科
医院
（整）

総社町高井
☎255-0100

いまいウイメンズ
クリニック
（産婦）
東片貝町
☎221-1000

町井耳鼻咽喉科

（耳鼻）
文京町二丁目
☎221-2551

結城眼科医院

（眼）
西片貝町三丁目
☎226-7575

11
月
20
日
㈰

竹澤小児科
クリニック
（児）

上小出町二丁目
☎260-7750

齋藤医院
（朝日町）
（内児）
朝日町四丁目
☎224-7134

小野内科
クリニック
（内）

川原町二丁目
☎212-8852

まえはら内科

（内）
下小出町二丁目
☎212-7313

二之宮
クリニック
（外）
二之宮町
☎289-4380

小竹整形外科

（整）
三俣町三丁目
☎231-0495

上
※
条女性クリニック

（婦）
高崎市栗崎町
☎345-1221

宮下耳鼻咽喉科

（耳鼻）
高崎市正観寺町
☎361-7325

小林眼科

（眼）
高崎市南大類町
☎353-4110

11
月
23
日
㈬

みどり小児科

（児）
嶺町

☎269-8885

齋藤医院
（南町）
（内）
南町二丁目
☎221-0258

ローズタウン
糖尿病内科
（内）
江木町

☎226-1466

木村医院

（内）
平和町二丁目
☎231-3070

大島整形外科
医院
（整）
荒牧町

☎231-3711

内田外科医院

（外）
西片貝町二丁目
☎224-5061

小沢医院

（産婦）
樋越町

☎283-2009

橋爪耳鼻咽喉科
医院

（耳鼻）
本町一丁目
☎221-2745

すがの眼科古市
クリニック
（眼）

古市町一丁目
☎210-8181

11
月
27
日
㈰

吉田小児科医院

（児）
箱田町

☎253-7733

やました内科
医院
（内）
亀泉町

☎212-0148

池医院

（内児）
下大島町
☎266-8881

町田内科
クリニック
（内）
茂木町

☎280-2800

狩野外科医院

（外内）
日吉町四丁目
☎231-7025

群馬ペイン
クリニック病院
（整）
亀里町

☎265-0999

高
※
崎市夜間休日
急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎381-6119

耳鼻咽喉科
長谷川医院
（耳鼻）

高崎市片岡町
☎323-4196

高山眼科
駅前医院
（眼）

高崎市八島町
☎327-3366

12
月
４
日
㈰

みやけ小児科

（児）
樋越町

☎283-2225

吉松医院

（内）
粕川町新屋
☎285-2273

若宮内科

（内）
日吉町四丁目
☎234-6001

菊池内科
クリニック
（内）
青梨子町
☎219-3356

こばやし医院

（外内）
広瀬町二丁目
☎263-2535

善衆会病院

（整）
笂井町

☎261-5410

道下産婦人科
医院

（産婦）
平和町一丁目
☎231-7821

牧耳鼻咽喉科
医院

（耳鼻）
総社町総社
☎280-5233

とくい眼科

（眼）
総社町総社
☎290-1091

夜
間
・
救
急
な
ど

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　20時～23時
※12月４日㈰から、日曜・祝日の９時～12時も診療。
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
こども医療電話相談　#8000　月〜土曜＝18時〜翌８時、
日曜・祝日＝８時〜翌８時
※IP電話・ダイヤル回線からはつながりません。携帯電話
からかけてください。

歯
　
科

市歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-９
日曜・祝日、10時～12時・13時～15時

薬
　
局

市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目２-15
日曜、９時30分～16時
※祝日は最寄りの薬局に問い合わせてください。
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ＪＪＡＡ前前橋橋市市

〒〒３３７７９９－－２２１１６６１１ 前前橋橋市市富富田田町町

☎☎００２２７７－－２２６６１１－－３３００００００
http://www.jagunma.net/maebashi/

年年金金ののおお受受取取りりはは 前前橋橋市市

新新規規ごご契契約約者者

ププレレゼゼンントト

ギギフフトトカカーードド
１１，，００００００円円分分ププレレゼゼンントト！！

・・・笑顔と信頼広げよう 「ありがとう」の気持ち！・・・

※お一人様一枚限り。公的年金・農業者年金のご指定が対象

一 般 ・ 産 業 廃 棄 物
収 集 運 搬 ・ 資 源 回 収

前橋市国領町2-2-19
前橋市許可第62号
群馬県許可第01000019984他

〈〈おお気気軽軽ににごご相相談談くくだだささいい〉〉

見積無料

市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　  027-224-1111　  FAX  027-224-3003

広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。広告
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天川大島町原町：子どもたちの夏の思い出を展示

　９月25日から10月８日まで原町公園で
子ども野外絵画作品展を実施しました。新
型コロナウイルス感染症の影響で多くの行
事が中止となる中、子どもたちに夏休みを
楽しんでもらうために企画し、今回が初め
ての開催。展示された作品には、夏休みの
思い出が描かれた絵画や書道作品があり、
散歩をする人や登下校中の学生など通りか
かった人々が鑑賞していました。
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物価高騰による家庭や事業者などの負担支援を実施。
詳しくは7ページをご覧ください。

水
と
緑
と
詩
の
ま
ち
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